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要 旨
I

1983年 5月26日に発生した日本海中部地震による道路盛土の被害に関する調査結果を述べた

ものである。調査はアンケートにより青森県，秋田県内の一般国迪，主要地方道，県道の全て

の道路盛土の被害箇所について行った。また橋梁取付盛土については被害のなかった地点につ

いても全数調査を行った。調査の結果，道路盛土の地震被害に対する地盤条件，姦央距離，盛

土材料等の影轡が明らかになった。

キーワード：地認盛土，地盤，道路，日本海中部地震，被害調蒼





目 次

l. まえがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．． 1 

2. 被害の概要 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 

3. 調査方法 ・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．.．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...．．．．.．．.. 3 

4. 調査対象 ・・・・・・・・・:.................................................................................... 13 

5. 調査結果 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 14 

6. まとめ ・・・・・・・・・・......................................................................................273 

謝 辞 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...........................................................274 

参考文献 ・・・・・・・・・・......................................................................................274 

付属資料 ・・・・・・..........................................................................................277 





ー ま ぇ が き

1983年 5月26日に発生した日本海中部地震（マグーチュード 7.7)によって青森県，秋田県内の道路

盛土が大きな被害を受けた。今回の地裳による道路盛土の被害の実態を調べるために，本省道路局道路

防災対策室と土木研究所の連名で「1983年日本海中部地裳による道路土工の被害の実態調査」を東北地

方建設局青森工事事務所，秋田工事事務所，能代工事事務所，秋田県，青森県に依頼した。この調査は

（その 1)道路盛土の調査，（その 2)擁壁の調査から成っているが，ここでは（その 1)道路盛土の調

査についてのみ報告する。（その 1)の調査では今回の地裳で被害を受けた道路盛土の全数について調

査を行った。また橋梁取付盛土については被害の有無に係らず橋長15m以上の橋梁の取付盛土の全数に

ついて調査を行った。以下に調査結果について報告する。

昭和 60年 3月

動土質研究室 主任研究員 谷口栄

森下 義
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2. 被 害 の 概 要

今回の地震によって道路の路面の陥没・迅裂・法面崩壊等の被害が青森県，秋田県内で発生し，道路

の被害総額は約 140低円に逹した。今回の地震では栂梁本体の被害はほとんどなく，また大規模な斜面

崩壊もなかったため，道路の被害の大部分は道路盛土の被害であった。次節以下に述べるように道路盛

土に被害があったのは 190地点であり．そのうちの97地点が橋梁取付盛土， 93地点が橋梁取付部以外の

盛土であった。さらに93地点のうちカルバート等の横断構造物のある盛土が44地点，横断楠造物のない

盛土が49地点であった。

一般国道 7号線の能代南バイパスでは地盤の液状化のために高さ約 1.5mの低盛土道路が側方にすべ

り，コンクリート舗装版が盛り上がる等の大きな被害が発生した。また同じ一般国道 7号線の昭和バイ

パスにおいては軟弱なピート刑の上に盛土道路が建設されていたが，サンドコンパクションパイルエ法

によって地盤改良がなされていたために盛土本体の被害は軽微であった。なお昭和バイパスにおいては

横断構造物を埋め戻した砂が地震時に液状化したために路面が沈下する被害が見られた。

今回の地震によって山岳部の片切片盛土路が被害を受けたのは青森県の主要地方道今別蟹田線等ごく

わずかであり，大部分の被害が平地部で発生していた。
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3. 調 査 方 法

以下に調査要領および調査法を示す。主な調査項目は盛土の形状．地裳時の盛土の沈下屈，盛土材料，

盛土保護工．地盤改良の有無．交通止の有無．踏掛版の有無，哄砂の有無，地下水位，過去の被災厩歴．

舗装断面，周辺地盤の土質，橋台の種頬，被災状況である。この調査要領，調査票を建設省東北地方建

設局青森工事事務所，秋田工事事務所．能代工事事務所．秋田県，青森県に配布し，調蒼を依頼した。

なおまえがきでも述べたようにこの報告古では「 1983年日本海中部地裳による道路土工の被害の実態調

査」のうちの（その 1)道路盛土の調査のみを取り扱うので， ここでも（その 1)の調査票のみを 4ペ

ージ以後に示す。
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1983年日本海中部地震による道路土工の被害の実態調査

調査要領

昭和 58年 6月

建設省道路局道路防災対策室

建設省土木研究所
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1. 調査の構成

本調査は次の 2つの調査より成る。

1983年日本海中部地震による道路土工の被害の実態調査

道路盛土の調査
｛その 1

その 2 擁壁の調査

2. 調査目的

1983年日本海中部地康によって，橋梁への取付盛土および道路横断構造物付近の盛土の被害が多数

生じたので道路盛土および擁壁の被害の実態を把握するために本調査を実施する。

本調査では次のような項目が道路盛土および擁壁の被害の程度にどのような影瞥を与えたかを調査

し，今後の道路土工の耐裟対策に役立てる。

① 基礎地盤の液状化

R 盛土材料

R 踏掛版

④ 擁壁・カルバートの構造

3. 調査地点

所管の一般国道，主要地方道，一般県道を調査対象とする。

（その 1 道路盛土の調査）

高さ lm以上の盛土道路のうち次の項目のいずれかに該当する地点を調査地点とする。

① 橋梁の取付盛土（被災の有無にかかわらず全部）。 1つの橋梁について両側に 1つずつ取

付盛土があるかそれぞれを 1地点と考える。

② 今回の地姦で道路盛土に20cm以上の沈下あるいは幅 5cm以上のクラックが発生した地点

（その 2 擁壁の調査）

次の条件を全て満す擁壁を調査対象とする。

① 道路付屈物としての擁壁である。

② 今回の地誕による変状が発生している。

R 壁高が 2m以上である。

④ （その 1 道路盛土の調査）の調査地点でない。

4. 調査項目

別添の調査票に示す。
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5. 調査対象機関

0 建設省東北地方建設局 青森工事事務所

秋田 ，9 

能代 ” 

0 秋田県，青森県

6. 調査票提出期限

昭和 58年 8月末日

7. 調査票提出先

〒 305 茨城県筑波郡盟里町大字旭 1

建設省土木研究所動土質研究室

8. 問合せ先

建設省道路局道路防災対策室
マイクロ

藤城 (49 5) 

湯 山 (49 6) 

建設省土木研究所動土質研究室 佐々木 (43 5) 

谷口 (43 6) 

＇， 施工研究室 嶋津 (42 5) 

藤川 (42 6) 

9. 調査票記入要領

9. 1 その 1 道路盛土の調査

（表紙）

°資料番号

資料番号は 7桁の数字とする。

0 0 0 0 0 0 0 
I I I I I I 
地建番号 事務所番号 調査地点番号
あるいは
県番号

〔地建番号あるいは県番号〕

0 1 東北地建

0 2 秋田県

0 3 青森県
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〔事務所番号〕

各地建，県の中で組織順につける。

（例）東北地建の場合

0 1 青森工事事務所

0 2 秋田 ，9 

0 3 能代 ／9 

〔調査地点番号〕

順に 01, 02, 03,•••とつける。

（様式 1)

0 調査地点名

00県00郡00町00 と記人する。

0 路線名

たとえば「一般国逍 7号線 19.6km地点」のように記人する。

0 道路の種類

横断構造物の種類としては次のうちのどれかを記人する。

0 盛土材料

ボックスカルバート

門形カルバート

パイプカルパート

コルゲートメタルカルバート

砂質土，枯性土， しらす，まさ土等と記人する。

0 盛土保設工の種類

法枠，練石紐，プロック積，植生，コンクリート擁壁等と記人する。

0 法面の勾配

1: 0と記人する。

0 盛土の沈下を滅すための工夫

踏掛版以外に盛土の沈下を防ぐために何らかの工夫をしている場合は記入する。

0 道路周辺の哄砂の有無

地盤の液状化のために砂が哨き出した跡があった場合にはその大きさと位謹を記人する。

0 地下水位の深さ

道路周辺の状況からの推測でもよい。

0 今回の地震による道路周辺の被災の状況

道路周辺の約 100m以内の構造物・地盤の被災状況を記人する。特に橋梁については，支承，

ジョイント高欄ならびに下部エ等の変状を箇潔に記入する。

- 7 -



0 舗装断面図

舗装厚，舗装の種類を記人する。

（様式 2)

0 調査地点位置図

5万分の 1あるいは 2万 5千分の 1の地図に調査地点を記人する。

0 土質柱状図

近傍の橋梁部の土質柱状図があれば記人する。ない場合は地盤の主な土質名を記人する。

（様式 3)

1000分の 1あるいは 500分の 1の平面図に被災の状況を記人する。クラックの幅，長さも記人す

る。被災がない場合は平面図を示し，被災なしと記人する。橋台，擁壁・カルバート等の構造物も

記人する。

（様式 4)

被災前後の盛土の横断面を記人する。クラックの幅，長さや盛土の沈下紐も記人する。被災がな

い場合は被災前の横断面を示し，被災なしと記人する。擁壁・カルバートにずれ等の変状がある場

合はその状況がわかるように記人する。

（様式 5)

被災前後の盛土の縦断面を記入する。クラックの幅，長さや盛土の沈下最も記入する。橋台，擁

壁・カルバート等の構造物も記人する。杭等の基礎がある場合はその種頬も記人する。擁壁・橋台

・カルバートの変状がある場合はその状況がわかるように記人する。

（様式 6)

被災時の写真を添付する。写真はスケールがわかるものが望ましい。盛土の沈下，路面のクラッ

ク，橋台・擁壁・カルバートの変状，道路周辺の噴砂等がわかるようにする。
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“つ

1983年日本海中部地震による道路土工の被害の実態調査

その 1 道路盛土の調査

資料番号

地建名あるいは

県名

事務所名

昭和年月

調査票



（様式 l)

地建名あるい
は県名

課 係

記 人

務所名

TEL 
マイクロ（ ）

 

調 査年月

調査地点

路線名

数

昭和 年 月 日

資料番

なし•あり（盛土法尻より

噴砂の大きさ

m, 

）
 

地盤面より m 

m 

道 線

線

遥路の種類

過去の降雨・地

震による被災履

歴

年月 地震あるいは降雨 1 被災の程度

ー

1
0
ー
・

盛土道路（横断構造物なし）

盛土道路（横断構造物あり， （種類

橋梁取付盛土（橋の名称
))), ， 

盛 土 の高さ

盛土の天端幅

法面の勾配

今回の地震によ

る道路周辺の被

災の状況

（舗装断面図）

地 盤 改 良 なし•あり（エ法名

今回の地震によ
る交通止の有無

踏掛版の有無

盛土の沈下を

減すための工夫 1

i 

なし•あり（ 時間， 車線）

なし•あり（踏掛版の長さ m,厚さ



（様式 2)

地建名あるい
は県名 事務所 料番号

（調査地点位岡図） 5万分の 1あるいは 2万5千分の 1 （土質柱状図）

ない場合は地盤の主な土質名を記入する。

（様式 3)

謬喜あるいし一ー ．l・事務所名一

（道路の被災状況を示す平面図）

料番号

l
 
1
 

（様式4)

地建名あるい
は県名

（道路の被災状況を示す横断面図）



（様式 5)

地建名あるい
は県名

（道路の被災状況を示す縦断面図）

務所名 番号

＼ ー／

（様式 6)

地建名
は県名

（道路被災写真）

資料番

1
2
 

l~ —\＼／へ



4. 調 査 対 象

今回の調査では高さ lm以上の盛土を調査対象とし，橋梁取付盛土については被害の有無に係らず，

橋長15m以上の栢梁の取付盛土の全数について調蒼を行った。その他の道路盛土については今回の地震

で道路盛土に20cm以上の沈下あるいは幅 5cm以上のクラックが発生した地点を調査対象とした。

表4.1に各機関における調査地点数を示す。次のいずれかの項目にあてはまるものを被害ありと判定

した。

① 盛土天端の最大沈下批が 5cm以上あったもの。

② 盛土天端に幅 5cm以上のクラックが生じたもの。

③ 盛土法面が崩壊したもの。

④ 盛土法面に幅 5cm以上のクラックが生じたもの。

⑤ 擁壁がはらみ出したり．倒壊したもの。

⑥ 擁壁に幅 1cm以上のクラックが生じたもの。

表4.1 逍路盛土の調査地点数

稿梁取付盛土 物盛横断の土構な造い 物盛横断土の構あ造る 被害あり

機 関 被害率
合計

A B A+B B 小計

被害なし 被害あり 小計 A噸（％） 被害あり 被害あり

建 青森工事事務所 I 2 0 

゜
120 

゜゜ ゜ ゜
12 0 

設 秋田工事事務所 IO 0 3 103 2.9 

゜
24 27 1 2 7 

省 能代工事事務所 5 6 4 60 6.7 6 7 1 7 73 

建設省小計 276 7 283 2.5 6 3 1 44 320 

秋 田 9但9< 9 9 1 35 1 0 2 6 3.4 28 7 70 1061 

，，目”，. 森 県 309 5 5 3 6 4 1 5.1 I 5 6 7 6 3 8 5 

計 157 6 97 1 6 7 3 5.8 49 44 1 9 0 1 7 6 6 
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5. 調 査 結 果

表5.1に調査結果のうち被害のあった 190地点の一覧表を示す。表 5.1は調査票に記人されていた表

現を以下のように統一的に表現し直したものを表わしている。

(1) 調査地点番号

調査地点番号は 7桁で表わされており．次のようなことを表わしている。

゜゚゜゚゜゚゜I I I I 

地建番号 事務所番号 調査地点番号
あるいは
県番号

〔地建番号〕

0 1 東北地建

0 2 秋田県

0 3 肯森県

（事務所番号〕

各地建，県で組織順につけている。東北地建の場合は次のようになっている。

0 1 青森工事事務所

0 2 秋田工事事務所

0 3 能代工事事務所

〔調査地点番号〕

特に順番を決めずに番号をつけている。

なお原調査票で 1つの調査地点番号になっていても実際に橋梁の前後の 2地点である場合には 1桁

目の 0を 1, 2に変更して 2地点を区分するようにしている。

(2) 盛土の高さ

盛土の高さは左右の法尻から天端までの高さのうち高い方をとった。

(3) 盛土の土質

盛土の土質は日本統一土質分類を参考にして「礫粒土」，「砂粒土」，「細粒土」，「高有機質土」の 4

つに分類した。

(41 盛土の天端幅

盛土の天端幅は盛土の法肩から法肩までの距離とした。

(5) 法面保護工の種類

法面保詭工は「植生工」，「コンクリート擁壁エ」，「石積・ブロック積擁壁エ」，「プロック張擁壁工」，

「法枠エ」，「腰止プロックエ」に分類した。
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16) 法面勾配

腰止ブロックがある場合には斜面の部分の勾配を法面勾配とした。

17) 地盤改良

地盤改良は「サンドマット工法」，「サンドコンパクションエ法」，「サーチャージエ法」，「敷設材工

法」，「プレロード工法」に分類した。

18) 哨砂の有無

盛土法尻付近の哨砂の有無を記入した。

(9) 地下水位の深さ

地下水位の深さは地盤面からの深さとした。

110) 盛土の最大沈下屈

盛土の沈下紐としては盛土天端（法肩から法肩まで）における最大沈下紐を盛土の沈下紐とした。

111) 過去の降雨・地震による被災状況

過去の降雨・地震による同一地点の被災囮歴を記人した。

112) 今回の地震による逍路周辺の被災の状況

今回の地震による道路周辺の水田・家屋等の被災状況を記人した。

113) 舗装厚

表屈，基刑，上腔路盤，下肪路盤の厚さの合計を舗装厚とした。

1141 舗装の種類

「アスファルトコンクリート舗装」，「セメントコンクリート舗装」，「砂利舗装」に分類した。

115) 微地形分類

治水地形分類図に従って「山地・丘陵地」，「旧川微高地」，「旧河道・旧落掘」，「干拓地」， 「台地」，

「扇状地」，「氾濫平野」，「自然堤防」，「砂丘」，「湿地・旧湿地」に分類した。治水地形分類図のない

範囲については経済企画庁総合開発局で作成された「土地分類図（地形分類図）」を用いて分類した。

116) 盛土周辺の土質

盛土の土質と同様に「礫粒土」，「砂粒土」，「細粒土」，「高有機質土」の 4種類に分類し，地盤の柱

状図のあるものについては表麗より］Om内の貯厚の合計の多い方の土質とした。

117) 橋台の種類

橋台の種類は「重力式」，「逆T式」，「控え壁式」，「ボックス式」，「ラーメン式」，「橋脚式」，「パイ

ルベント式」，「枕梁式」に分類した。

118) 橋台の高さ

橋台の底面から頂部までの高さを稲台の高さとした。

119) 基礎の種類

基礎の種類は「直接基礎」，「杭基礎」，「ケーソン基礎」の 3種類に分類した。
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伽）軟弱地盤の厚さ

土質柱状図のあるものについて地表面より 10m以内の深さの地盤のN値が10以内の貯厚を合計して

軟弱地盤の厚さとした。

訓虚央距離

姦央は気象庁発表の北緯 40.4゚ ，東経 138.9゚ とした。調査地点を20万分の 1の地図に記人し， 各地

点の緯度・経度を読みとって姦央距離を計算した。

四盛土形状

図5.]に示すように13種類の形状に分類した。

(23) 横断方向の盛土被災形態

図5.2に示すように 5種類に分類した。

閥縦断方向の盛土被災形態

図5.3に示すように 4種類に分類した。

調査地点のうち被害のあった地点の位骰を図 5.4に示す。道路盛土の被害が多かったのは青森県の岩

木川下流域の津軽平野，秋田県の能代川下流域の能代平野，八郎潟周辺の地域であり，沖梢平野におけ

る被害が多く，山岳部における被害は比較的少なかった。

表5.2および図 5.5は橋梁取付盛土以外の一般部の盛土のうち被害があった地点について各種の要因

と被害の頻度の関係を示したものである。また表 5.3および図 5.6は橋梁取付盛土について各種の要因

と被害率の関係を，表 5.4および図 5.7は橋梁取付盛土の被災形態の分布を示している。以下に橋梁取

付盛土の被害率に対する各種の要因の影密について述べる。

図5.6(4)によると震央距離が 170km以上では橋梁取付盛土の被害率は 5％以下になっており，今回

の地震では震央距離が 170km以内の地域において橋梁取付盛土に多くの被害が発生したと言える。なお

今回の地震の加速度の実測記録 l)によると，震央距離が170kmの地点の地表面最大加速度は30-150gal

であった。なお橋梁取付盛土の被害率は次式で定義している。

橋梁取付盛土の被害率＝
被害のあった地点数

栂梁取付盛土の全数
式 (5.1) 

震央距離が100km以内の範囲で被害率が小さくなっているのは． この範囲は男鹿半島の地盤の堅い

地域に当っているためと思われる。図 5.5(5), (6)を見ると，橋梁取付盛土以外の盛土においても震央距

離が 170km以内で被害が発生している。

図5.6(5)の盛土の高さと橋梁取付盛土の被害率を見ると盛土高さが 2m以下で被害率が高く，盛土高

さが 2mから12mまではほぽ 5％の被害率で．盛土高さの影態は少ない。盛土高さが 2m以下で被害率

が高いのは地盤条件が悪いためであろうと推測される。

図5.6(7)は盛土の土質と橋梁取付盛土の被害率の関係を示しており，盛土の土質が礫粒土の場合に被

害率が低くなっている。礫粒土とは礫分（粒径 2mm-75mm)が5096以上のものである。なお道路土
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エー施工指針（日本道路協会，昭和52年 1月）では構造物の誕込めおよび埋戻しに適する材料として表

5. 5のように規定しているが，地震時の沈下のことを考慮するならば礫分の多い土を謳込め土として用

いた方がよいと考えられる。

図5.618), 19)において法面勾配が小さい範囲で被害率が高いのは擁壁にクラックが入った被害が含ま

れているためと思われる。

図5.6115)によると高有機質土の地盤で被害率が高く，次いで砂質地盤で被害率が高くなっている。日

本海中部地裳では砂地盤の液状化が構造物の被害の大きな原因の 1つであり，表 5.6に示すように橋梁

取付盛土以外の盛土ではかなりの地点で噴砂が見られたが，橋梁取付盛土については噴砂が発生した地

点は全被害地点の 2.1％であり，かなり少ない。

図5.6116)において地下水位の深さの影轡を見ると，地下水位が浅い地点程被害率が高くなっており，

噴砂は発見されていないが，液状化が橋梁取付盛土の沈下に影態を与えているのではないかと推定され

る。

図5.6(20)は地盤の軟弱層の厚さと被害率の関係を示している。なおここでは深さ 10mまでのN値が10

以下の屈の厚さの総計Dを軟弱隠の厚さとしている。図 5.6(20)によると軟弱囮の厚さが厚くなる程被害

率は高くなっており．地盤の軟弱囮の厚さが橋梁取付盛土の被害に大きな影轡をもっていることがわか

る。

図 5.6(21)は微地形分類と被害率の関係を示しており，干拓地．湿地・旧湿地等の軟弱地盤の所で被害

率が高くなっている。また砂丘で被害率が高くなっているのは液状化が関係しているものと思われる。

図5.6(27)において橋台の基礎が直接基礎の場合に被害率が低くなっている。これは直接基礎が採用さ

れるところは岩盤が浅い所に出ており．地震の影孵が少なかったためと思われる。

表5.7は踏掛版によって地震後の車輌の通行がどの程度確保できたかを示している。踏掛版とは図 5.

8に示すような鉄筋コンクリート製の版である。表 5.7によると踏掛版の設置率は全体で 3.396であり，

かなり低い。しかし踏掛版が設置してあった55地点のうち53地点では地露直後も車輌の通行が可能であ

ったので，踏掛版は地震直後の交通確保に大変効果があるということがわかる。ただし踏掛版自体には

盛土の沈下を防止する効果はない。写真 5.1は地震後に踏掛版の直下を調査したときの写真であり．踏

掛版の直下に約20cmの空洞ができている。従って地震後に踏掛版の直下の調査を行うことが必要であ

ることをこの写真は示している。
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

102106 

一般国道 ］号条漿

表 5.1 (1) 

被害の有無 げ
2%．§る～砂¢.ikm虹包、与、

過去の降雨・地震による被災屈暦2 

橋梁取付部以外の盛土

横断梅造物有
-/-Jし

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の拙類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

1. 7 

砂粒土

3 0, 0 

植生工

植生工

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の1厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

今回の地震による道路周辺の被災の状況

鯰 iい苗が嗜江か-')再虔穏直し
た秤 Iがもあった。咋箸 ~J:::, ガヽ,--') I芥
しがか素が‘認水が｀苗I二かかリ、

心：：f')ご見ぃ素」し作業と余儀なく
ざが、たグ

ー

5. 5 

不朋

_).--

命さユかのアレローl-‘̀El坪明かけた

惰〖ニc7) 店り翌喚し日＝2 心）

砿更ェ1砂置捩（日=-Iか）

紬装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

面砥の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 有

ロ□三□□噴砂の大きさ，横 Cm) I o. 7 

1 1 6. 1 

ー

地下水位の深さ Cm) 
● I— 

盛土の最大沈下批 Cm) 

o. 9 

o. 0 8 

横断方向の盛土被災形態 1 2 

面研方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (2) 

102107 

一般国道

被害の有無 有

7身醤！認ン、7い立汎そ，
過去の降雨・地煤による被災／悛1督2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有
てかし

(m) 2. 0 

砂粒土

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割） I 1. 5 

1 1. 5 

腰止プロック

＋植生工

植生工

今回の地震による道路周辺の被災の状況

1. 5 

有

サンドマット工法

地霰直後交通止の有無

交通止車線散

裔被誓薗所同様

有

ー

6. 0 

不明

少
匂ゞでいmぅアレードを 1年間がITた，

帝疋ェ心噂琺し日＝2％） 

2. 5 

2. 9 

o. 5 

o. 3 0 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

限央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒士

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下籠 Cm) 

有

1 1 6. 3 

9
-
2
-
3
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表 5.1 (3) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土クイプ

102108 

一般国道

，被害の有無 げ
ク考甜〖 迂¢、}．1km y色魚，

過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有
ナtレ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 5 

1. 5 

2. 0 

砂粒土

1 2. 5 

植生工

植生工

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有

サンドマット工法

桁繹癸悩灯同様

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

6. 0 

不明

恥 2--いのアレードt/坪間が丁た

五渠ェ哨硬い功墨羨(rl=2.o.,,.)

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

． 

鴫周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下蓋 Cm) 

o. 5 

o. 1 4 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

1 1 6. 6 

1
-
2
 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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表5.1 (4) 

点番号

の種類

102109 

一般国道

2 

橋型取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 0 

被害の有無 有

号歪児 ユぶも、9|Lm F包吉、
' 過去の降雨・地窟による被災1霞暦

(m) 

汀V

盛土の土質
： 
盛土の天端幅 Cm) 
~ ： 

法面保護工のエ種

（右側法面）

砂粒土

1 2. 5 

植生工

法面保護工の植類

（左側法面）

面勾配 （割）

面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

植生工

1. 5 

1. 5 

有

敷設材工法

サンドマット工法

有

今回の地震による道路周辺の被災の状況

訂魏史冨灯 1月稼：

地農直後交通止の有無

交通止車線数 ー

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

6. 5 

不明

向ゃいか/っ°レ＼戸ド｀を 1年間
炉 l1v-"

咤隠エゲ5噂灸い4＝ユ四9)

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

無

l l 6. 4 

o. 6 

o. 1 4 

舗装厚 Cm) 

舗装の植類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

1
-
2
 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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表5.1 (5) 

調歪地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

102110 

一般国道

2 

摘梁取付部以外の盛土

横断構造物有

被害の有無

7号含菜

有

2..S''l臼n 奴2束、

過去の降雨・地震による被災／復暦

ヤIし

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保設工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 8 

砂粒土

1 2. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有
ふ

サントマット工法

今回の地揺による道路周辺の被災の状況

奇嬬吟：：：箇州司康

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

6. 5 

不明

畠"f2--W¥勺フルロデ｀ 1::..よ;

冗 1祠策， 丞硬，
応弓多旦
'ち禾ェゥ訂置竣、日"")..り

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

拙礎の植類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 有

噴砂の大きさ，縦 Cm) 不明

噴砂の大きさ，横 (m) 不明

地下水位の深さ Cm) 1. 0 
•I 

盛土の最大沈下批 (m) o. 1 0 

1 1 6. 6 

ー

横断方向の盛土被災形態 2 

五i方向の盛土声籐―I戸
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表 5.1 (6) 

番号

類

102111 

一般国道

2 

2--;J 7, / / ~にm~. 北烹，
過去の降雨・地震による被災脚醤

橋娑取付部以外の盛土

横断樅造物有

の高さ (m) 

の土質 区l!)J

被害の有無 有

~r. 
．、し

2. 0 

1 2. 5 

法面保護工のエ稲

（右側法面）
~ /； 

法面保設工の稲類

（左側法面）

植生工

植生工

l. 5 

l. 5 

今回の地憐による道路周辺の被災の状況

改良の有無

改良工法

有

サンドマット工法

貪訊史盲吋同窪

直後交通止の有無

止車線数

無

不朋

の厚さ Cm) 

土沈下防止のための工夫

喩渠エが初翌破（日＝2砂）

可ローに 1-:.flC氾下灯＇藁
舗装厚 (m) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

摘台の柚類

楯台の高さ Cm) 

ウイングの有無

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

無

1. 1 

o. 0 5 

晶促の種類

軟弱地盤の）享さ Cm) 

娯央距離 C km) 

盛土形状 1 

二：：［ニ一三
1 1 6. 5 
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表5.1 (7) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

102112 

一般国道 グ号冷累
2 

橋娑取付部以外の盛土

横断構造物有

3. 0 

被害の有無 1有

2匂、 22仁m 氾東，
過去の降雨・地礎による被災l悛暦

冗「レ

砂粒土

1 2. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

句嬬文笥灯真倉

地農直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

不朋

破桑，喝硬乙のる灯釦灸
（日＝恥）アレロヂ灯啄を実厄

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基徒の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

霞央距離 C km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

1 1 6. 4 

ー

地下水位の深さ Cm) 
● 9 

盛土の最大沈下焼 Cm) 

1. 2 

o. 0 3 

横断方向の盛土被災形凰］ 2 

縦断方向の盛土被災形態 不朋
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表5.1 (8) 

被害の有無 1有

J...沢7、3ぇLmァ2点
過去の降雨・地線による被災屈J翡

Cm) 

102113 

一般国道 7号予泉

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 8 

7「L/

く・の土質

-の天端幅 Cm) 

砂粒土

1 2. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

訂誼災叡叩と同庫

直後交通止の有無

止車線数

間 (h)

の有無

長さ Cm) 

厚さ Cm) 

防止のための工夫

有

ー

6. 8 

不明

望:只匂誓硬し1一＼＝ンm)

プtロード灯複

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

有

砂の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

o. 6 

0. 9 

o. 7 

o. 1 2 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

1 1 6. 5 

ー

横断方向の盛土被災形態 2 

-方向の盛土被災形態 ［雨i
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表 5.1 (9) 

調査地点番号

鴫の種類

車線数

102114 

一般国道 ク号藷皇
2
 

被害の有無 げ
立 7、伝2/c..四改巴点

過去の降雨・地震による被災履暦

盛土タイプ 橋奨取付部以外の盛土

横断構造物有
てし

盛土の高さ

盛土の土質

盛土の天端幅

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

Cm) 1. 8
 

砂粒土

Cm) 11. 

，
 

植生工

植生工

1. 5
 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

1. 

有

1‘-a
一
糸
ー
：
―
―
―
こ
こ
一

t--i

5
 

サンドマット工法

釘嬬災雀芍国謬

Q

冒囀」噸
ぷ
ふ
ふ
翠
2

芯
ゞ
ぅ

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ

踏掛版の厚さ

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

7. 

゜
L
J
A
 

不明

(m) 

(m) 

玉邊 いl正）嗜乏(¥寸＝2、owi)で`

功置戌デレ 0 ード灯＇棗
舗装厚

舗装の種類

微地形分類

Cm) o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野
ぐ
~
1
|

ヽ
l
_

盛土周辺の土質 細粒土

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下籠 (m) 

有 Cm) 

o. 6
 o. 

1. 

o. 
7
 

08 

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 1 6. 4
 

，
 

ー

2
 

不明

,~ 
[
-
I
-
i
-
：
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表 5.1 (10) 

調査地点番号
“― 

道路の種類
- ｀ 
車線数

Cm) 

102115 

一般国道 7号括t
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

1. 8 

被害の有無 有

ユ1?クふ方lm` 2り7.59 kり Y包：与
過去の降雨・地巽による被災履暦

ナ炉レ

砂粒土

1 1. 9 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の植類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

---考f']1こ、葡疇疫羹鳴灯遁同様

地震直後交通止の有無

交通止車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

無

隠吼り石＇『墨唆（日＝ 2、0W1) 

フルロデ対策 (2四巧圧）

噌硬の伶尺屋硬（日吟幻")

アレロー1-̀` 灯硬（立？、ク9竺）

有

こ：：：
2. 6 

o. 0 3 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碗の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

1 1 6. 5 

ー

横断方向の盛土被災形態 1 2 

縦断方向の盛土被災形態 不朋
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表 5.1 (11) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

102116 

一般国道 ク号祁[
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

3. 0 

砂粒土

1 4. 2 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

無

踏掛版の有無 1無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

I被害の有無 I有

ユ的、クタに乃虎2点
I 過去の降雨・地震による被災履暦

千fレ

今回の地震による道路周辺の被災の状況

責繹哭囁祠と同摩

0. 6 7 
函足二心＇噂復（日立匹）

7"vロードに『 3 位J~灯笈
舗装厚 Cm) 

舗装の種類 アスファルトコンクリート

1三

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

氾濫平野

細粒土

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 [2 1 

縦断方向の盛土被災形態 不崩

- 28 -
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表 5.1 (12) 

番号

の種類

102117 

一般国道 7号茶黎
2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

4. 5 

被害の有無 有

ュm．おば I□…穴包烹，
過去の降雨・地震による被災履暦

(m) 

な(/

砂粒土

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

怯面保護工の種類

（左側法面）

1 1. 8 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

地震直後交通止の有無

交通止車線数

今回の地震による道路周辺の被災の状況

灼蒻偲囁所這］概

無

無

つ°レロート、対策実旅已 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

無

1 1 6. 5 

ー

o. 0 

o. 1 0 

横断 方向 の盛 土被 災形 巴［

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (13) 

1 02 1 1 8 |被害の有無 1有

一般国道 ク号条皇 12げ． 3［こ如元、そ、

2 過去の降雨・地霰による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

3. 5 

ワ孔ノ

砂粒土

1 1. 0 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
l

l

 
有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

髯蒻笑叡1と同標

地窟直後交通止の有無 I無

交通止車線教

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無 1無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

邑裏誓硬工 l'J巧置後（日＝1、%）

及 岱 7予 ロード'1=｝ } ？’已下対策
凹支厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災竺□1 

縦断方向の盛土被災形態 不明

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

不明

已
1 1 6. 4 
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表5.1 (14) 

(m) 

102119 

一般国道 ワ号和[
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

4. 0 

被害の有無 1有

巧 0．和＇い m t巴寺、
過去の降雨・地媒による被災屈暦

ヵ• L/ 

砂粒土

1 2. 0 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

地盤改良の有無

地盤改良工法

有

サンドマット工法

サンドコンパクションエ法

田面 f魯起

地震直後交通止の有無

交通止車線数

有

ー

7. 2 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

無

邑愛t心にし証1文1F‘SvP

誓硬:r,.IJ'G噂喚（日=2、°”)喜P

岱旦？紅Pこ叩仁` ‘コン／＼’7戸ンI＼・イI

番后打骰辰こ必1'>vOvy. cc. I 2、0…

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

1 1 6. 4 

ー

o. 0 

o. 0 9 

横断方向の盛土被災形態 1 2 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (15) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

被害の有無 1有

吋2、05幻n れち、そ、

過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

102120 

一般国道 7考氏
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

8. 0 

ヵrl/

砂粒土

1 2. 4 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有

サンドマット工法

三 78

サンドコンバクションエ法

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

直踏同辺っ認知唸見2̀、打‘‘

ず叶‘` つア／‘゚ クシヲ―/／＼'がレ

函璽ヱ IJ= 虹茨

5 し p~ 最辱打設長ム八ce-/2 心[)…
踪隋盛土に次迄）

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I o. o 
.,盛土の最大沈下産 (m) 1 。.1 4 

1 1 6. 5 

2
-
2
-
3
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(m) 

2102121 

一般国道 ］：日菜
2 

橋要取付盛土

横断構造物無

5. 5 

表5.1 (16) 

被害の有無 げ
2位、上粋（匹兄点、 不杉尺穆

過去の降雨・地震による被災履暦

砂粒土

土の天端幅 Cm) 

面保護工のエ種

右側法面）

--rtv 

1 2. 0 

植生工

植生工

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

勾配 （割）

良の有無

工法

有

サンドマット工法

爪呵

交通止の有無

線教

(h) 

の有無

の長さ Cm) 

無

盛土沈下防止のための工夫

殺噂製土（噂迄）

齋紅犀膚肇：飼訛峠2、P
L=/q、O Wl 

゜ぶ研最辰打設長ルが"'-X --/2-~wi 

，土丘餞偽直ぶ恥立レ2謬旦

ちっ―--r̀／？ヽを底工内に餞詈

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

逆T式

7. 5 

無

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の稲類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 ，（ km) 

盛土形状

無

杭基碇

7. 5 

1 1 6, 4 

ー

o. 0 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態 1 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明

- 33 -



表 5.1 (17) 

調査地点番号

道路の種類 一般国道

車線数 2 

盛土タイプ 橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

盛土の高さ Cm) 1. 6 

盛土の土質 砂粒土

盛土の天端幅 Cm) 1 2. 0 

法面保護工のエ稲 植生工

（右側法面）

法面保護工の種類 1植生工

（左側法面）

右法面勾配 （割） 1. 5 

左法面勾配 （割） 1. 5 

地盤改良の有無 有

地盤改良工法 サンドマット工法

有
l 

ァ巴、芝、、

過去の降雨・地震による被災履暦

ク「レ’

今回の地震による道路周辺の被災の状況

拓也邑I了水雑的笛が‘ラ釦江か-'）再度

穏直-レ了た迄）にヵゞ苔 Iニカっ炉）`

如ゴリ走ll依裔，レ1乍薬を全面的l-::

心索とざい戸ャ巴匹むあ 3。

拓叱点、1Jヽ ち紡/.ooo m J和則 I=
見叫へ乙

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

喝愛苛につい乙ぽ石＇噂喚（日＝ 1、比）
アレロ→—‘‘灯策 □竪こm)

舗装の種類

有

ー

8. 3 

不明

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 1. 1 ． 
盛土の最大沈下蕨 Cm) o. 0 5 

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

1 1 6. 2 

2
 

横断方向の盛土被災形門ー[]

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (18) 

102123 

一般国道

2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

，7号酋皇

{）土質

の天端幅 (m) 

被害の有無 1有

2？ふ匁'..I-/"-wi六巴占，

過去の降雨・地農による被災履暦

ワ［レ

Cm) 1. 7 

砂粒土

1 2. 0 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
1

1

 

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

有

サンドマット工法

酎皮繁箱所と同様

後交通止の有無

車線穀

有

ー

7. 3 

不明

長さ Cm) 

厚さ Cm) 

膚築戸乃星喚 Ll1=-1、氏）

7°レロード対策

有

邑の大きさ，縦 (m) I °. 6 

砂の大きさ，横 Cm) I o. 6 

1 1 6. 0 

下水位の深さ Cm) 

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

o. 6 

o. 2 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

2
-
1
 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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表 5.1 (19) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

102124 

一般国道 17号糸累
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 0 

被害の有無 げ
吋 3.53l□叱ア包烹

過去の降雨・地震による被災履暦

サレ

砂粒土

l 2. o 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
1

1

 
有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

訂霰号と情所這）揺

冒 77

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

嗜硬二心嗜硬（日＝砂）

つ°レロード灯策

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

o. 6 2 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

基促の種類

道路周辺の噴砂の有無 有 軟弱地盤の厚さ (m) 

噴砂の大きさ，縦 Cm) o. 6 震央距離 (km) 1 1 5. 9 

噴砂の大きさ，横 Cm) o. 6 盛土形状 2 

，地下水位の深さ Cm) o. 5 横断方向の盛土被災形態 3 ． 
盛土の最大沈下量 Cm) o. 1 5 縦断方向の盛土被災形態 不明
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Cm) 

102125 

一般国道

表5.1 (20) 

」被害の有無 1有

293、幻 km戎巴百，

過去の降雨・地震による被災履麿2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 0 

砂粒土

1 2. 4 

工のエ種

法面）

の種類

法面）

なレ

植生工

植生工

今回の地窟による道路周辺の被災の状況

面勾配 （割）

の有無

盤改良工法

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

約翠茫畜吋三）礫

直後交通止の有無

通止車線散

無

不明

の長さ Cm) 

の厚さ (m) 

土沈下防止のための工夫

隠硬シ0切置愛（日＝）、応）
っ9レロード 1＝戸？も下：ク 11策

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

禍台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

□三□

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

有

不明

::：二塁／
o. 0 5 

1 1 5. 9 
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調査地点番号

鴫の種類

車線数

盛土タイプ

102126 

表 5.1 (21) 

被害の有無 1有

巧 3̀i k，，，，，冗ン、与，
過去の降雨・地雛による被災履暦

一般国道 7号猜見
2 

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物有 甘し

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (rn) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2. 0 

砂粒土

1 2. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有

サンドマット工法

愉紘笑＇筍汀と同様

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

6. 3 

不明

嗜硬'.C-IJ芍置逢 (H=2、o.,..,)

フ°いフー 1-̀`灯了啄、

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 有戸 明
哨砂の大きさ，横 Cm) 不明

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 C km) 

盛土形状

1 1 5. 9 

2
 地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下筵 (m) 

o. 4 

o. 1 3 

横断方向の盛土被災形態 1 1 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (22) 

Cm) 

102127 

一般国道 17号拿'---1 

2 

橋器取付部以外の盛土

横断構造物有

1. 2 

砂粒土

天端幅 Cm) 

護工のエ稲

法面）

護工の種類

法面）

面勾配 （割）

被害の有無 I有

ユ朽、屁 Ie乃疋点
過去の降雨・地震による被災屈暦

ぢ「レ

1 5. 2 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有

サンドマット工法

笥盆寮喝間<--I司揺

震直後交通止の有無

通止車線数

有

ー

(h) 

の有無

の長さ (m) 

の厚さ (m) 

5, 5 

不明

喝麦'[_I 1 Jr;'グ誓綬（日目、こ）
9レロー／—`｀，対策

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (rn) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (rn) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

o. 6 2 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

二 03o. 1 8 

1 1 5. 9 

2
-
2
 縦断方向の盛土被災形態 I不朋
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表5.1 (23) 

被害の有無 げ

砕｝．年2 1C四戸色、叔

過去の降雨・地震による被災履暦

102128 

一般国道

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有 研u
盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2. 0 

砂粒土

1 2. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

刷焔貸筍吋 1::.-回復

地農直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

不明

匹 17-卜‘~11吼 舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

嘉碇の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

ごご了；：：口明
噴砂の大きさ，横 Cm) 不明

1 1 5. 9 

2
 地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下蛋 Cm) 

o. 7 

o. 0 0 

横断方向の盛土被災形態 I l 

縦断方向の盛土被災形態 不面
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Cm) 

表5.1 (24) 

102129 

一般国道

2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

1. 8 

有

芍 37P (□ぃ疋咽，
過去の降胃．地窟による被災履暦

なレ

の土質

の^天端幅 (m) 

砂粒土

1 2. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

有

サンドマット工法

今回の地震による道路周辺の被災の状況

蘭緑寮冨灼這）1姜

交通止の有無

車線数

無

不明

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

下防止のための工夫

う゚レ¥'J~ Iご灯―)氣

有

竺の大きさ，縦 (m) 1不明

噴砂の大きさ，横 Cm) 不明

舗装厚 (m) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

1 1 5. 7 

2
 

2. 2 

o. 0 0 

横断方向の盛土被災形態 1 2 

縦断方向の盛土被災形態 不阻］
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表5.1 (25) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

102130 

一般国道 7考塁
2
 

被害の有無 1有

汀テ、 O'j-{(_伍白包，老、

過去の降雨・地艇による被災屈暦

盛土タイプ 橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有
ナ祈レ

盛土の高さ

盛土の土質

盛土の天端幅

Cm) 3. 

゜砂粒土

Cm) 1 2. 

゜法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の植類

（左側法面）

右法面勾配

左法面勾配

植生工

植生工

（割）

（割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 5
 

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

1. 

有

5
 

サンドマット工法

術認誓畜灯り叫慕

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間

踏掛版の有無

踏掛版の長さ

踏掛版の厚さ

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

(h) 7. 2
 

不明

Cm) 

Cm) 

アレ ¥7~ド 灯賢 舗装厚 Cm) o. 62 

舗装の柚類 アスファルトコンクリート

微地形分類 氾濫平野

盛土周辺の土質 細粒土

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

道路周辺の哨砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下鼠 Cm) 

無

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

窟央距離 C km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 1 5. 7
 

2
 

1. 2
 

2
 o. 1 0 不朋
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表 5.1 (26) 

番号

の植類

1102131 

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

3. o 

被害の有燕 有

7号違 21デ、？―-汀疇，三呈且 "I巧
過去の降雨・地震による被災股暦

(m) 

』1:Iゾ

砂粒土

の天端幅 Cm) 

工のエ植

面）

工の種類

法面）

面勾配 （割）

面勾配 （割）

改良の有無

工法

1 o. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 工 l祠二l=1す繹忠直認
似毛手、

直後交通止の有無

止車線数

の有無

の長さ (m) 

有

ー

8. 5 

不明

喜這扉疇 IJ く＼，嘉環であ 3カ←

対味エ 1す実戸念し乙ヽヽ可ヽヽ

o. 6 2 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

重力式

3. 0 

無

有

杭柚促

5. 0 

砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

1 1 4. 1 

2
 o. 0 

o. 2 5 

横断方向の盛土被災形態］— 2
縦断方向の盛土被災形態 ポ面
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

2102131 

一般国道 1品均

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

3. o 

表 5.1 (27) 

被害の有無 1有

功今ぷにm戸這，
過去の降雨・地震による被災履暦

ワV

砂粒土

1 o. 0 

植生工

植生工

無

5

5

 
．． 
l

l

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

虚認 I恥~1遁認塔謬認
仁禾千

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

8. 5 

不明

甚嗅網忍 IJい基護:安あ該ー

召肇芦¥}＇炭犯レ乙‘可ヽ ヽ

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

o. 6 2 

アスファルトコンクリー

氾濫平野

砂粒土

重力式

3. 0 

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下羅 Cm) 

o. 0 

o. 2 5 

ウイングの有無 有

幽礎の種類 杭基促

軟弱地盤の厚さ Cm) I 5. o 

震央距離 (km) I 114. 1 

盛土形状 2 

横断方向の盛土被災形態 2 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (28) 

103003 被害の有無 有

一般国道 ワ岳賃~ 3妙、'7/ /-:...vn訳シ寺，、

Cm) 

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

1. 4 

過去の陥雨・地震による被災履暦

てFレ

その他

土の天端幅 Cm) 1 1. 0 

植生工

面保護工の種類

（左側法面）

面勾配 （割）

面勾配 （割）

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
刀：レ

交通止の有無 I無

止車線数

止時間 (h) 

掛版の有無 無

掛版の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

無 軟弱地盤の厚さ Cm) 

噴砂の大きさ，縦 Cm) 農央距離 (km) 

噴砂の大きさ，横 Cm) 盛土形状

‘‘ 地下水位の深さ Cm) o. 5 横断方向の盛土被災形態
ヽ~

o. 0 0 縦断方向の盛土被災形態
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o. 6 5 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

1 0 9. 4 

l
-
1
一朋

1

rヽA, 



調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

103004 

一般国道 7竺全集

表5.1 (29) 

，被害の有無 1有

3 /0、G 仁，，，，，元m、,

過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無 テ］し

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

l. 3 

砂粒土

8. 5 

植生工

植生工

5

5

 

．
 

1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

JnE 
‘‘‘‘ 

ずナし

戸 0. 0 

踏掛版の長さ Cm) 

韮版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

イJレ

鴫周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I 1. o 
•I 盛土の最大沈下蕨 (m) | 。.5 5 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 0 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

1 0 7. 8 

1
-
5
-
4
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(m) 

103009 

一般国道 畜梵［
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 0 

表 5.1 (30) 

被害の有無 1有

ぅ2--f，位グ 1五元ぷ
過去の降雨・地擬による被災履暦

砂粒土

土の天端幅 Cm) 
~ ~ 

面保護工のエ種

右側法面）

牙レ

4 o. 0 

植生工

植生工

面勾配 （割）

勾配 （割）

1. 5 

1. 5 

今回の地儀による道路周辺の被災の状況

無 +i v 

直後交通止の有無

止車線数

有

2 

1 6. 0 

の有無 I無
の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

下防止のための工夫

o. 2 6 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無
た~

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

□戸二 □三
盛土の最大沈下批 Cm) I o. 1 o 

舗装厚 (m) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

窟央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

9 9. 5 

縦断方向の盛土被災形態

1
-
4
-
4
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表 5.1 (31) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

1 0 3 0 1 0 I被害の有無 1有

一般国道 '7考紐 13謬． 3¢ クL，，，，，百包点、
2 過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 5 

オ~｝レ

砂粒土

3 4. 0 

植生工

植生工

無

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

直麟屑この田囲 I二黎恥っ
小噴；；；佐あ')

冒,.0 

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

？レ／ o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

口

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

9 9. o 

1
-
5
-
3
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1103010 

表 5.1 (32) 

し被害の有無 げ

ぬ5.5 kM玄恥告、

過去の降雨・地霰による被災履暦

一般国道 ワ号や皇
2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有
ナ「 V

(m) 2. 5 

砂粒土

天端幅 Cm) 

工のエ種

側法面）

護工の祉類

面）

2 8. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

庫 Lの田 @lに抵窒知っ小噌巧尻＇）

這琴況砂J和 VV¥ぶ考c/しの工ぢだ

摺！ア裏

後交通止の有無 有

車線数 2 

1 6. 0 

無

の長さ Cm) 

版の厚さ Cm) 

下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の稲類

有 軟弱地盤の厚さ Cm) 

o. 2 震央距離 (km) 

の大きさ，横 Cm) o. 2 盛土形状

さ Cm) 2. 0 横断方向の盛土被災形態

の最大沈下盛 Cm) o. 6 0 縦断方向の盛土被災形態
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o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

9 9. 0 

l
-
5
-
期不



調査地点番号

鴫 の種 類

車線数

盛土タイプ

2103010 

表5.1 (33) 

被害の有無 有

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

一般国道 ワ号条景
2 

橋槃取付部以外の盛土

横断栂造物有

2. 5 

占32.5、フ3;Qm文 9 9 9 ¥ 

過去の降雨・地震による被災履暦

ナ｝レ

砂粒土

3 o. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地窟による道路周辺の被災の状況

無
I司己／） 1曰 I~\:::- 啄房応） Iぃ肴巧'『:

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2 

1 6. 0 

無

-rJv 舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

碁礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

三：：： 9 9. o 

ー

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下批 (m) 

2. 0 

o. 3 0 

横断方向の盛土被災形門—+-!
縦断方向の盛土被災形態 不朋
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表5.1 (34) 

3103010 被害の有無 有

一般国道 口姜ぞ皇ふ迂「ら町八 999図包底，

(m) 

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 0 

過去の降雨・地展による被災服暦

tfレ

砂粒土

4 6. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
I贔122.,'1) I日1日に頓、数バ疇砂
ぁ1)，

後交通止の有無

止車線穀

有

2 

1 6. o 

無

有

三言戸□°.2 
砂の大きさ，横 Cm) I o. 2 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の植類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

9 9. 0 

ー

！下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下歴 Cm) 

1. 5 

1. 00 

横断方向の盛土被災形態 []  

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (35) 

被害の有無 □ 
3謬：ク/rkm 口色，点，

過去の降雨・地農による被災履暦

4103010 

一般国道

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有
ナわレ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の植類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 7 

砂粒土

3 8. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
園辺の旧 @1::.-餓、翌いり Il青
巧）

地震直後交通止の有無

交通止車線敦

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

有

．゚
 

6
 

2

1

 
無

イJV o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

麟周辺の噴砂の有無 1有

噴砂の大きさ，縦 Cm) I o. 2 

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下盤 Cm) 

o. 2 

1. 5 

o. 4 0 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基褒の稲類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

戸方一向の盛土被災形態 I [ 

1 

縦断方向の盛土被災形態 不明

9 9. 0 
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5103010 

表5.1 (36) 

被害の有無 有

一般国道

2 

り芳紐皐訟，5,1 (i （cm江召巳
過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

1. 7 

伊v

砂粒土

2 9. 0 

植生工

植生工

面勾配 （割）

,,前面勾配 （割）

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

国辺り 1日国に峨教＾，Iヽ 噂芍
あ＇）

直後交通止の有無 有

止車線数 2 

1 6. 0 

無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

三□ 横断方向の盛土被災形塵＿ロ

縦断方向の盛土被災形態 不明

9 9. 0 
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表 5.1 (37) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

103011 

一般国道 り
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 0 

被害の有無 1有

3以，／し…元ぎ，
過去の降雨・地震による被災履暦

ザレ

砂粒土

2 9. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 がV

言□ 。踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

勺‘V o. 4 4 

セメントコンクリート

氾濫平野

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 ｀ 
噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

1地下水位の深さ (m) 1 2. o 
・盛土の最大沈下巌 (m) 0. 2 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の）厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 3 

1 

縦断方向の盛土被災形態 不朋

9 8. 9 
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表5.1 (38) 

103012 

一般国道

2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

2号猿

Cm) 

被害の有無

J以， 3/
有

'LINi ;;,巴 l199,

過去の降雨・地震による被災履暦

r;し

1. 7 

砂粒土

2 5. 3 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地展による道路周辺の被災の状況

無
り孔／

交通止の有無 有

2 

1 6. 0 

有無

長さ (m) 

の厚さ (m) 

沈下防止のための工夫

無

の大きさ，縦 (m)

‘の大きさ，横 (m)

水位の深さ Cm) 

土の最大沈下盤 Cm) 

o. 4 4 

セメントコンクリート

砂丘

砂粒土

無

1. 4 

o. 6 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明

9 8. 8 

ー
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調査地点番号

鴫 の種 類

車線数

盛土タイプ

103013 

一般国道

表 5.1 (39) 

被害の有無 ヶ日
ふ2¢、夕にが七包，?.,

過去の降雨・地霰による被災履暦2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有
+Jし

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 0 

砂粒土

21. 6 

植生工

植生工

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地饒による道路周辺の被災の状況

弧E
‘‘‘̀ 

十炉ン

地震直後交通止の有無

交通止車線教

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

゜． 
6
 

2

1

 
無

サ V 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の稲類

歌弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 4 

セメントコンクリート

砂丘

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下荒 Cm) 

無

9 8. 8 

4
 

1. 4 

o. 3 0 

横断方向の］竺巳巴門[ 4 

縦断方向の盛土被災形態 可両i
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(m) 

103014 

一般国道 7号贄こ
2 

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物無

1. 5 

表5.1 (40) 

被害の有無 1有

327、叫巧叱滋＼

寡の降雨・地誤による被災履暦

て八ノ

砂粒土

の天端幅 Cm) 

工のエ稲

面）

1 8. 0 

植生工

植生工

勾配 （割）

配（割）

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
ワ｛し

直後交通止の有無 有

通止車線数 2 

1 6. 0 

有無 I無
長さ Cm) 

大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ (m) 1 3. 1 

o. 9 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 4 4 

セメントコンクリート

砂丘

砂粒土

無

9 8. 9 

1
-
5
-
4
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表5.1 (41) 

1 0 3 0 1 7 I被害の有無 I有
一般国道 ワ号糸皇 33.I．クb＇ぷ I←勺ア包、9ぎ、 有乞代‘ニオ稟

2 1過去の降雨・地震による被災履暦 → 

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋染取付盛土

横断構造物無

9. 0 

つし

砂粒土

2 4. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有

サンドコンパクションエ法

-r｝レ

地震直後交通止の有無 I無

交通止車線散

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無 1無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

イJレ
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

甚礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 6 5 

アスファルトコンクリー

台地

砂粒土

控え槌式

1 4. 0 

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) I 3. o 

盛土の最大沈下呈 (m) I o. 20 

有

杭基促

不明

101. 9 

l
-
2
-
1
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表5.1 (42) 

Cm) 

1 0 3 0 1 8 |被害の有無 I有

一般国道 ワ翌系見 J3!. ~)_,j> /..:."'" v巴吉、 育ヒ灼‘二` 茶`康矯
2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

8. 0 

天端幅 Cm) 

護工のエ種

） 

過去の降雨・地霰による被災履暦

？：レ

不明

3 9. 2 

植生工

植生工

法面勾配 （割）

法面勾配 （割）

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有
なレ

サンドコンパクションエ法

直後交通止の有無

匪止車線散

間 (h)

の有無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

無

無

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

o. 6 5 

アスファルトコンクリート

台地

砂粒土

ポックス式

1 2. 0 

有

杭基促

無 軟弱地盤の厚さ Cm) I不朋

震央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

1 0 1. 9 

3. 0 

o. 2 0 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
1
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表 5.1 (43) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

103019 

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

4. 1 

ワ、口ゑ
，万―Ilヽ）

被害の有無 1有

33,<,..;.／ど，との虹口気

過去の降雨・地麗による被災履暦

千fし

細粒土

2 4. 5 

植生工

植生工

5

5

 

．
 

1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無

乃礼／

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

グレ／
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

盃礎の種類

o. 6 5 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

逆T式

7. 3 

有

杭基促

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

1 0 4. 2 

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下羅 Cm) 

2. 5 

o. 2 5 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
1
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表 5.1 (44) 

103020 I被害の有無 1有

一般国道 33午、午ク3 迄悟，下式ム新 frl百

2 過去の降雨・地艇による被災履l晋

橋槃取付盛土 -rrv 
横断構造物無

Cm) I 3. 4 

細粒土

2 3. 0 

コンクリート擁墜エ

護工の種類 Iコンクリート擁壁工

法面）

面勾配 （割） o. 0 今回の地震による道路周辺の被災の状況

面勾配 （割） o. 0 
キ｝レ‘

良の有無 無

直後交通止の有無

止車線魏

無

無

の厚さ Cm) 

下防止のための工夫

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

o. 6 5 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

逆T式

7. 3 

無 王 104 2 

2. 5 

o. 2 5 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
2
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調森地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

表 5.l (45) 

2 02 1 3 5 I被害の有無 げ

主：地方道六楚叩］こ；口こここ；；ご

橋梁取付盛土

横断構造物無

4. 0 

礫粒土

7. 5 

石積・プロック積擁壁工

石積・プロック積擁壁工

1. 2 

1. 2 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
知 1椅賣‘？彩、--石袢賃和心if

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無
裳侮工 ー一坑襟災冦た、交万し

無

ぢ仄／
舗装）尊 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

o. 1 7 

アスファルトコンクリー

台地

砂粒土

重力式

5. 0 

無

直接基礎

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I 1. o ． 
盛土の最大沈下産 Cm) o. 0 0 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 C km) 

鳳
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Cm) 

202245 

一般県道 矢五嘘［玖樟 ／戸！ー…ァ疇，
過去の降雨・地震による被災屈暦2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

3. 5 

表 5.1 (46) 

有

打し

f の土質

の天端幅 Cm) 

細粒土

9. 0 

植生工

植生工

5

5

 

．
 

l

l

 
圧＂4"
 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

並絡麟直知噂取元1ご

幅 r／が環：--1I、0た長了炉心の

クろ、、／］か-タタ迄lちレ＂戸

交通止の有無
1無

車線数

止時間

版の有無
1無

版の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

下防止のための工夫

I / 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の稲類

無 1軟弱地盤の厚さ (m) 

農央距離 C km) 

の大きさ，横 Cm) 盛土形状

の深さ (m) 3. 0 横断方向の盛土被災形態

土の最大沈下巌 Cm) o. 5 0 縦断方向の盛土被災形態
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o. 4 4 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

細粒土

1 2 5. 0 

ー
＿

1
-
明

1

ヽ
F
勺



表5.1 (47) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

2 0 2 2 4 6 |被:の有無 1有

一月：県道 木朽61：二三：二:贔`：＇
橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

5. 5 

細粒土

8. 0 

ぢ年午¢

降鵡
路危厨哀

植生工

植生工

無

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

隣咤ハ娑整幻に位刷四ピ
匡じ‘c:,_ (17ろック平 l兵…素／ぷ

地震直後交通止の有無 I無
交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無 1無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

打し

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) I 2. 5 

•I 盛土の最大沈下盤 (rn) 1 。.2 5 

舗装厚 Cm) I o. 1 4 

舗装の種類 アスファルトコンクリー

徹地形分類 山地・丘陵地

盛土周辺の土質 細粒土

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碗の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

三
1 2 3. 5 
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表5.1 (48) 

(m) 

203001 

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

5. 0 

。

被害の有無 1有

巧、[K仇辺点、 負も代穆（た特）
過去の降雨・地震による被災履暦

介 鴫

砂粒土

1 2. 5 

法枠工

法枠工

2. 0 

2. 0 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

犀麟り危復叡はパ‘、いな‘‘痢

ぃ各 1✓ 亀製乞 9多U ---名fラ危千レ名

hヤ炉匂）
交通止の有無

麟数

無

の有無

の長さ Cm) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

o. 7 9 

アスファルトコンクリート

台地

砂粒土

重力式

1 2. 0 

有

杭基碇

無

大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

，下水位の深さ Cm) 
~ ~ 

土の最大沈下姫 Cm) 

1. 5 

o. 3 0 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

農央距離 (km) 

盛土形状 1 3 

横断方向の盛土被災形態 □ 
縦断方向の盛士被災形態 不朋

9 8. 8 
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． 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

瓜岨

203002 

一般国道 /0 

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

5. 0 

砂粒土

1 2. 5 

法枠工

＋植生工

法枠工

＋植生工

無

無

無

2. 0 

2. 0 

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下描 Cm) 

1. 5 

o. 3 0 

表5.1 (49) 

宰の右鉦 l有

.1, I年氾蒋，9 万も伐＇
過去の降雨・地震による被災履暦

穴ヽ,gI印

今回の地震による道路周辺の被災の状況

印這這の毒豆免如千 l砂 V'V¥秒
む，直砕1-::-亀数-f_I氏じ‘鱈戸ら

1r 1什府＇）

舗装厚 Cm) o. 7 9 

舗装の種類 アスファルトコンクリー

傲地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

自然堤防

砂粒土

重力式

1 2. 0 

ウイングの有無 有

基碇の種類 1杭基礎

軟弱地盤の厚さ Cm) 不明

震央距離 (km) 

盛土形状 1 3 

横断方向の盛五戸□
縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (50) 

主ここ゚ 5箋伶:|1：言；、監 I+ | ［こ¢咋森属（岱
2 i過去の降雨・地媒による被災履暦 広

(m) 

橋槃取付盛土

横断構造物無

4. 0 

砂粒土

の天端幅 Cm) 

保護工のエ種

側法面）

元祖

1 1. 0 

植生工

植生工

勾配 （割）

配（割）

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

¥a迄 Iつりうックが'/'j;cじ'¢―

直後交通止の有無

止車線数

無

無

の長さ (m) 

の厚さ Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

韮礎の種類

o. 4 7 

アスファルトコンクリート

台地

砂粒土

逆T式

7. 8 

有

杭菰促

無

大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

の深さ Cm) I 2. o 

王の最大沈下描 (m) 1 。.2 0 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

霰央距離 (km) 

盛土形状 l 

横断方向の盛土被竺巴[

玉断方向の盛土被災形態 不明

1 0 5. 7 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表5.1 (51) 

主；；；；`代‘̀7ご:'f、I戸包1：森患磁如
2 1過去の降雨・地震による被』証扇

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋槃取付盛土

横断構造物無

4. 0 

斥町叶

砂粒土

l 1. 0 

植生工

植生工

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

無
11)戌八ンりう、グクか./'1;こぃ乞

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

イ｝ゾ 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

o. 4 7 

アスファルトコンクリー

台地

砂粒土

逆T式

6. 6 

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下盤 Cm) 

2. 0 

o. 2 0 

□ 105.7 
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203013 

一般国道 ／0，I 

2 

表 5.1 (52) 

被害の有無 げ
号郊累 ／I.o k加玖包翌

過去の降雨・地震による被災屈暦

Cm) 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無

4. 4 

元唄

砂粒土

1 1. 2 

不明

植生工

0

5

 
．． 
o
l
 

今回の地誤による道路周辺の被災の状況

無
灼町］

後交通止の有無

車線数

有

l 

9 6. o 

無

の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

無

砂の大きさ，縦 Cm)
一~

砂の大きさ，横 Cm)

也下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下盤 Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

猛礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 5 9 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

1. 5 

1. 2 0 

9 6. 0 

3
 

横断方向の盛土被災形態 1 5 

縦断方向の盛土被災形態 不研
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (53) 

被害の有無 1有

-99← ん、 0 (乙m 元巴魚，
過去の降雨・地震による被災履暦

203014 

一般国道 ／o I 
2 

橋槃取付部以外の盛土

横断栂造物有

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

砂粒土

7. 0 

植生工

植生工

1. 5' 

1. 5 

無

8. o 

[f、今，I｝～ I¢ 

咋函
蹄眉吠戌

今回の地震による道路周辺の被災の状況

肱設積恥研0肴猿（正）/-::-クラッグ

凡か埓紐舒 I吠‘レ，欲ジF か—
みら必や

ニ 。
踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 2 

1 

縦断方向の盛土被災形態 不明

o. 5 9 

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

1地下水位の深さ (m) I l. o 
・盛土の最大沈下匿 (m) 0. 2 4 

9 7. 4 
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表 5.1 (54) 

203015 

一般国道

被害の有無 1有

/0／ナ紐 2(J、(J /L四元／，与

過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋要取付部以外の盛土

横断構造物無
不ロ月

Cm) 3. 8 

砂粒土

の天端幅 Cm) 6. 5 

不明

コンクリート擁壁工

＋植生工

o. 0 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

恥幻＇乞冗応磐 1::-7ラックが見らト乙，

砂‘, 1裏い畦峰りうックが見ら恥を

直後交通止の有無

止車線数

無

無

o. 6 9 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

----

砂の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

血I:
‘‘‘‘ 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

9 7. 5 

4
 

土の最大沈下巌 Cm) 

o. 0 

o. 2 8 

横断方向の盛土被災形態 1 4 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

醗の種類

車線数

盛土クイプ

203016 

一般国道 Lo_/ 

表5.1 (55) 

＇被害の有無 1有

巨紘 立、 21乙四北巴長、

過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋築取付部以外の盛土

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物無

2. 5 

不祖

砂粒土

7. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

無 恥 疇 lっクうッグj伶役，燐厖 I

匂的ナj兌千外厖 1-::.-クうッグガヽ -

ぅ船レL見らわ乏
地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

,．踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

有

1 

7 2. 0 

無

o. 6 9 

一~~ 

アスファルトコンクリー

氾濫平野

砂粒土

更周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下籠 Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

9 7. 7 

ー

1. 0 

1. 00 

横断方向の盛土被災形態 1 5 

縦断方向の盛土被災形態 不面
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表5.1 (56) 

2 2 0 3 0 1 7 1被害の有無 1有

一般国道 ／of 号召集 2"-r、6I-町ァ巴忍， ！「 T!王下葛万ヱ7,¥)

2 1過去の降雨・地震による被災履l薔

(m) 

栢喋取付盛土

横断構造物無

5. 0 

砂粒土

6. 5 

石積・プロック積擁壁工

石積・ブロック梢擁壁工

, -
:1, 8[う

o. 5 

o. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

屑知石打 l=7ラッ 7が‘にい‘た

直後交通止の有無

止車線数

無

無

長さ Cm) 

厚さ (m) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 7 9 

アスファルトコンクリート

砂丘

砂粒土

重力式

1 4. 0 

無

直接基促

無

大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 Cm)

の深さ (m) | 1. 5 

の最大沈下薩 Cm) I o. 3 o 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

震央距離 (km) 

盛土形状 1 

横断方向の盛土被災形態 1不明

縦断方向の盛土被災形態 不明

9 7. 9 
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表5.1 (57) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

2 0 3 0 1 8 I被害の有無 1有

一般国道 ／o/号糸泉 2ふ2k…t包魚，
2 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋要取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 5 

不咀

砂粒土

1 o. 7 

その他

植生工

o. 0 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 電社に尋むゞ見ら応た

三 40

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

竹ヽ 硝 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 5 

1 0 

縦断方向の盛土被災形態 不明

o. 6 9 

氾濫平野

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 ' 

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) | °. 5 

盛土の最大沈下薦 Cm)I 0.60 

9 8. 0 
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表5.1 (58) 

203019 

主要地方道

被害の有無 1有

餌べ‘丘V秋‘含特尼 5、5，ーが六鋲与， 9

Cm) 

2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無

1 2. 0 

砂粒土

7. 0 

植生工

石積・ブロック積擁壁工

過去の降雨・地震による被災屈暦

不叶

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地誤による道路周辺の被災の状況

無
間 邑 の 田 幻I::グラプクか房匂壬レ

徊作臼観凶戸這ぃゞ
見らむ仁

後交通止の有無 有

車線数 1 

4 8. 0 

無

版の長さ Cm) 

版の厚さ (m) 

土沈下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

路周辺の噴砂の有無 無 軟弱地盤の厚さ (m) 

噴砂の大きさ，縦 Cm) 霰央距離 (km) 

噴砂の大きさ，横 Cm) 盛土形状

地下水位の深さ Cm) 1. 0 横断方向の盛土被災形態

o. 2 7 縦断方向の盛土被災形態

- 75 -

o. 4 5 

アスプァルトコンクリート

台地

細粒土

1 0 6. 8 

9
-
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表5.1 (59) 

調査地点番号

鴫の種類

車線数

盛土タイブ

203020 

主要地方道

被害の有無 1有

鉗乞灼‘喝夜聟 ／3」ヒぃ迄""
過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋槃取付部以外の盛土

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物無

2. 2 
不疇

砂粒土

6. 0 

石積・プロック積擁壁工

不朋

3

0

 

．． 
0

0

 
無

地農直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

1 

3 6 o. 0 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

心の噂底に聾‘的サ枕千
クラックか＇紗達女見らがた。フ＇＼つッ

噂ぎ、ク元ク訊鳴麟に
詑ぷレた喩に謬楊が見らわ巨

舗装厚 (m) o. 4 5 

舗装の種類 アスプアルトコンクリー

徹地形分類 氾濫平野

盛土周辺の土質 砂粒土

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碗の種類

道路周辺の噴砂の有無 無 軟弱地盤の厚さ Cm) 

噴砂の大きさ，縦 (m) 震央距離 (km) 9 8. 1 

噴砂の大きさ，横 Cm) 盛土形状 6 

地下水位の深さ (m) 不朋 横断方向の盛土被災形態 4 

盛土の最大沈下盤 Cm) o. 6 5 縦断方向の盛土被災形態 不明
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Cm) 

交通止の有無

数

の最大沈下巌 cm)l 

203021 

主要地方道

2 

表5.1 (60) 

被害；有無 1有

省も灼→葛四特’ I午．「いャ②岳
過去の降雨・地震による被災履暦

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物無

砂粒土

植生工

植生工

無

無

無

有

1. 5 

1. 5 

3. 0 

6. 0 

2. 0 

o. 2 2 

2. 4 

6. 5 

不呵

今回の地震による道路周辺の被災の状況

国旦の問元に項芍が見望予

や尾 1:::.苛Ii,‘的勺冗千、クラッ／］が`
日—
又た廿＾花一

舗装厚 Cm) o. 4 5 

舗装の種類 アスファルトコンクリート

徹地形分類 氾濫平野

盛土周辺の土質 砂粒土

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の植類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 9 8. 1 

盛土形状 1 

横断方向の盛土被災形態 2 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

203022 

一般県道

表 5.1 (61) 

被害の有無 有

麟 喝 緯 3、I I ァ也、ぎ、
過去の降雨・地需による被災履暦2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無

5. 0 

T、噌

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

砂粒土

9. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

釦パ詞 1っグラ、、クが｀見らわ底

地窟直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

1 

1 8 9 6. 

無

o. 4 5 

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm),

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の独類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

アスファルトコンクリー

台地

1 0 5. 0 

ー

． 地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下匿 (m) 

2. 0 

2. 1 0 

横断方向の盛土被災形態 1 4 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (62) 

(m) 

2 0 3 0 2 3 I被害の賀無 I有

-1:県道ー／口／□:二1 集に：二；臼
橋奨取付部以外の盛土

横断構造物有 I --:r咀
2. 0 

砂粒土

7. 5 

不明

植生工

0

5

 

．． 
0

1

 
こ 無

今回の地農による道路周辺の被災の状況

緩打翰菜（晨政局晰戸:,,ーム嘔）戸

也下 Iゴ 3繹噂が‘‘見叫勺乙

直後交通止の有無

止車線数

有

1 

1 8 9 6. 

無

の厚さ (m) 

沈下防止のための工夫

o. 4 5 

アスプアルトコンクリート

台地

砂粒土

無

沙の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 (m)

1. 0 

2. 0 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

椅台の種類

摘台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

4
-
4
 

1 0 4. 4 

土の最大沈下羅 Cm) 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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表 5.1 (63) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

2 0 3 0 2 4 / 1被害の有無 1有

-!県道 弱磐l3ダ『；攣ぺl:；くふご‘
橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無 目日了＇
盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2. 5 

砂粒土

8. 0 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 亀移 Iつ｛魂1が見らム2

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

．゚
 

6
 

1

9

 
無

． l. 0 

o. 3 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

o. 4 5 

アスファルトコンクリー

台地

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下醤 Cm) 

1 0 4. 0 

1
-
5
 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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Cm) 

表5.1 (64) 

203025 

一般県道

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

3. 4 

無げ
濃 ク今朽2

過去の降雨・地霰による被災履暦

--r-C、屯、

砂粒土

6. 5 

t『、夕、 /V-'v"/6

峰的

蹄屠ぅ欠壌

植生工

植生工

1. 2 

1. 2 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無

------

後交通止の有無

止車線数

有

l 

4 8. o 

無

版の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徽地形分類

盛土周辺の土質

楠台の種類

栂台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 5 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

無

1 0 3. 3 

ー

の深さ (nl) I 1. o 
の殺大沈下熾 (m) I o. o 5 

横断方向の盛土被災形態 1 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

203026 

一般県道

表 5.1 (65) 

被害の有無

日先ラ為維と

有

、/k四兄，存，

2 

橋型取付部以外の盛土

横断構造物有

8. 5 

過去の降雨・地震による被災屈暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

元叫

砂粒土

8. 0 

コンクリート擁壁工

＋植生工

コンクリート擁墜工

＋植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下餓 Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 5 

アスプアルトコンクリー

氾濫平野

砂粒土

1 0 2. 0 

1 1 

1. 5 

o. 4 2 

横断方向の盛土被災形態 2 

函Jj方向の盛土被災形態 1碍 I
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Cm) 

表5.1 (66) 

-~こ゜ 2ーバ伶も［三ニロニ；：占
，摘槃取イtti；以外の盛土

横断描造物無

3. 8 

砂粒土

8. o 

植生工

コンクリート擁壁工

~,,月

1. 5 

o. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

弧E
‘‘‘‘ 

）亨レ噂［路に御分的ャJ？むF応｀

見らわた

屯後交通止の有無

止車線数

有

l 

1 8 9 6. 

無

長さ Cm) 

厚さ Cm) 

o. 4 7 

アスプアルトコンクリート

—-- -9  

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

桶台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

氾濫平野

砂粒土

無

の大きさ，縦 (m) 1 0 9. 1 

。一4
ー

土の岐大沈下巌 (m) 

7. 0 

1. 6 0 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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調査地点番号

麟 の種 類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (67) 

2 0 3 0 2 8 I被害の有！り徊 1有

一般県道 渭5不艮 省も汎‘介~'-- /3./, /.:.w, -c巴点
2 1過去の降雨・地籐による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ植

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋槃取付部以外の盛土

横断描造物有

3. 0 

不咀

砂粒土

1 1. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
I恥立の翠危 12：詞．砂、そ

環クしく見るふた

地農直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

o. 4 7 

一

台地

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下臨 Cm) 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基碗の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

アスファルトコンクリー

9 9. 1 

ー

o. 0 

o. 5 6 

横断方向の盛土被災形態 1 2 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (68) 

203029 

一般県道

2 

橋槃取付部以外の盛土

被害の有無 有

介蓋111 記，ぅ灼‘祠し I-I,'--Wl衣入与、

過去の降雨・地需による被災履暦

Cm) 

横断描造物無

1. 0 

不畔

砂粒土

の天端幅 Cm) 8. 5 

植生工

不明

5

0

 

．
 

1

0

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 不町i

直後交通止の有無

止車線数

有

1 

48. 0 

有無

長さ (m) 

の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

無

無

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 7 

アスファルトコンクリート

台地

砂粒土

1 0 o. 6 

4
 

，下水位の深さ Cm) 
～ ~ 

［土の最大沈下巌 Cm) 

2. 5 

o. 4 0 

横断方向の盛土被災形態 1 4 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (69) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

203030 

一般県道

被害の有無 1有

喝 llI 箪伐‘背し ュ、3仁m 虹已寺、
過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有 不岨
盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 2 

砂粒土

8. o 

植生工

コンクリート擁壁工

＋植生工

1. 5 今回の地震による道路周辺の被災の状況

1. 5 

無 I囁菫I升水佃杉青 1：：：亀裟鰭希応

見喧迄

地農直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

有

1 

4 8. 0 

無

--

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下巌 Cm) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の植類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 C km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 4 7 

アスプアルトコンクリー

台地

1 0 o. 3 

1. 0 

o. 3 5 

9
-
5
-
4
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表5.1 (70) 

有無 1有

匁.,ヤ1 れ／糾， り砂叫茂，翌農ズ癒
過去の降雨・地震による被災屈1哲

(m) 

2204011 

主要地方道

2 

桶槃取付盛土

横断描造物無

6. 1 

不叫i

砂粒土

の天端幅 Cm) 9. 8 

コンクリート擁壁工

＋植生工

コンクリート擁壁工

＋植生工

l. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
了、 913

直後交通止の有無

止車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

無

広晴
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

o. 5 5 

アスファルトコンクリート

砂丘

砂粒土

控え壁式

1 1. 1 

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) I o. 5 

ウイングの有無 有

竺の植類ーーロ、

軟弱地盤の厚さ Cm) 不明

属面離 (km)

三
1 0 5. 6 

カの最大沈下荒 Cm) o. 0 8 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

1204058 

主要地方道

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

1. 0 

表 5.1 (71) 

＇ ＇被害の有無 1有

綬心瓜緯 3、ダにm 元点
過去の降雨・地震による被災履暦

不珀

細粒土

8. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地製による道路周辺の被災の状況

無 不哨

疇直後交通止の有無 1無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無 1無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

不 硝 o. 3 5 

アスファルトコンクリ

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) I o. 5 

墓 1盛土の最大沈下巌 (m) | 。． 05 

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

干拓地

砂粒土

逆T式

5. 0 

有

杭基礎

不明

1 0 5. 

不明

不明

不朋
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表5.1 (72) 

2 2 0 4 0 5 8 |被害の有無 i有
云地方道 号炉助 1 ら1囮噂、 3、5．伍ァ疇喩

2 過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋梁取付盛土

横断描造物無

1. 3 

元叶｝

細粒土

の天端幅 Cm) 8. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 応叶

直後交通止の有無

止車線数

無

有無

長さ (m) 

無

:、 ¥3月 舗装厚 Cm) 

舗装の穂類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

祠の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の稲類

o. 3 5 

アスファルトコンクリート

干拓地

砂粒土

逆T式

5. 3 

有

杭基礎

無

の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)
-
，下水位の深さ Cm) I o. 5 

土の最大沈下蕨 Cm) o. 0 5 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

霰央距離 (km) 

盛土形状 不朋

横断方向の盛土被災形態 ロ
縦断方向の盛土被災形態 不明

1 0 5. 4 
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表 5.1 (73) 

調査地点番号

鴫 の種 類

車線数

盛土タイプ

2204-059 有

一般県道 易虎唸知1 今X這 II¥， o、3I⇔ 占 年 ， 八竜
1 過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 5 

禾 0月

砂粒土

6. 0 

石積・プロック積擁壁工

石積・ブロック積擁壁工

o. 3 

o. 3 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
不哨

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

可、 0月 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

盃礎の種類

o. 3 5 

アスファルトコンクリー

砂丘

砂粒土

逆T式

6. 5 

有

玩碗

鴫周辺の噴砂の有無 ＇ 
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I o. 5 

盛土の最大沈下醤 Cm) o. 0 5 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

三
1 0 6. 0 

- 90 -



(m) 

直後交通止の有無

止車線数

T＼明

の大きさ，縦 (m)

砂の大きさ，横 Cm)

-只の最大沈下巌 (m) 

表5.1 (74) 

1 2 0 4 0 7 5 |被害の有無 1有

一般県道 べ牙-□后脊鼠 3,7いm 屁芯、 平野穆
2 過去の降雨・地農による被災腹暦

橋梁取付盛土

横断構造物無

礫粒土

植生工

植生工

無

無

無

無

1. 5 

1. 5 

o. 5 

o. 0 5 

1. 5 

8. 0 

が岨

今回の地震による道路周辺の被災の状況

Jい年l1

o. 3 9 舗装厚 Cm) 

舗装の種類 アスファルトコンクリート

徹地形分類

盛土周辺の土質

桶台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

扇状地

礫粒土

重力式

5. 5 

有

面藪基礎

軟弱地盤の厚さ Cm) I不朋

冒
震央距離 (km) 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (75) 

2 2 0 4 0 7 5 I被害の有無

-1：県道 尺い｀［降雨・地震による被災履暦

橋梁取付盛土

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物無

1. 0 

が 61~

礫粒土

8. o 

植生工

植生工

5

5

 

．
 

1

1

 

今回の地雲による道路周辺の被災の状況

無 爪哨

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

1ヽ哨 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 3 9 

アスプアルトコンクリ

扇状地

礫粒土

重力式

5. 6 

有

直接基礎

． 

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下倣 Cm) 

o. 5 

o. 0 5 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

□□玉
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表 5.1 (76) 

1204091 被害の有無 有

一般県道 灯夭II 認 、i砂＼叱点，

2 過去の降雨・地農による被災履暦

橋梁取付盛土

横断構造物無 I 爪叩

Cm) I 5. 5 

砂粒土

8. 5 

植生工

植生工

1. 5 今回の地霰による道路周辺の被災の状況

1. 5 

無 応珀

無

無

長さ (m) L 
の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

J{、叫2 l舗装厚 Cm) 0. 3 5 

舗装の種類 アスファルトコンクリート

徹地形分類 干拓地

盛土周辺の土質 砂粒土

橋台の種類 逆T式

橋台の高さ Cm) 8. 0 

ウイングの有無 有

基促の種類 杭基碇

無 軟弱地盤の厚さ Cm) 不明

の大きさ，縦 Cm) 震央距離 (km) 1 1 o. 8 

の大きさ，横 Cm) 盛土形状 不明

水位の深さ Cm) 1. 0 横断方向の盛土被災形態 不明

o. 1 0 縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (77) 

調査地点番号

鴫の種類

車線数

盛土クイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2204091 

一般県道

2 

橋奨取付盛土

横断構造物無

6. 0 

有
' 

/i、¢ Kが尻乞T‘‘

,r/1―ヽり月

砂粒土

8. 5 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
l

l

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 禾町}

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

外吼 舗装厚 (m) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 3 5 

アスファルトコンクリ

干拓地

砂粒土

逆T式

8. 5 

有

杭基促

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) I 1. o 

涵土の最大沈下盤 (m) 0. 1 0 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

震央距離 (km) 

盛土形状 不明

属断方向の盛土被災形態 □ 
縦断方向の盛土被災形態 不朋
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Cm) 

表5.1 (78) 

一般県道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1. 0 

の土質
~ ~ ~ 

の天端幅 Cm) 

有

0、21四W¥ ;;:(り§紗
過去の降雨・地震による被災履暦

が叶

砂粒土

8. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
/＼¥,/1月

直後交通止の有無

止車線数

無

無

の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

無

アスファルトコンクリート

干拓地

砂粒土

重力式

5. 0 

有

杭基碇

不明

の大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ (m) 
~ ~ 

の最大沈下巌 Cm) 

1. 0 

o. 0 9 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

傲地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 3 5 

1 0 5. 2 

不明

不明

不朋
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表5.1 (79) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

一般県道

2 

橋梁取付盛土

横断描造物無

1. 6 

被害の有無 げ
緯 10、2../L四芦点， i修
過去の降雨・地震による被災履暦

パ＼叫f

砂粒土

8. 5 

植生工

植生工

5

5

 

．
 

l

l

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 〖珀

地窟直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

/iヽ0日 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 3 5 

アスファルトコンクリ

干拓地

砂粒土

重力式

5. 6 

有

杭基礎

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) I 1. o 

盛土の最大沈下巌 Cm) I o. o 9 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

震央距離 (km) 

盛土形状 不IJJl

横断方向の盛土被災形態 I不明

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (80) 

(m) 

1 2 0 4 0 9 3省 1 9 の有無 1有

ー 1：県道 し利 [i’＼□-降雨・地震［ニ；；；夏；汀 ，心虞

橋奨取付盛土

横断構造物無

2. 0 

1げ目

砂粒土

6. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 9A < ¥ 1月

直後交通止の有無

止車線数

無

有無

長さ (m) 

の厚さ (m) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

o. 3 5 

アスファルトコンクリート

干拓地

砂粒土

バイルペント式

3. o 

無

杭基礎

9辺の噴砂の有無 1無

砂の大きさ，縦 Cm) 101. 0 

の最大沈下蕨 Cm) 

o. 5 

o. 1 0 

軟弱地盤の厚さ (rn) |不!!Jl

震央距離 (km) 

盛土形状 不明

横断方向の盛土被災形！[

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

鴫 の種 類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (81) 

，被害の有無 げ
、0/"-… t巴耗、、 ぶ兄ぽ）

過去の降雨・地震による被災履暦

不咀
盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

一般県道

2 

橋梁取付盛土

横断描造物無

2. 4 

砂粒土

6. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

無 不鴫

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

9'禾咀 o. 3 5 

アス 7ァルトコンクリー

干拓地

砂粒土

パイルベント式

3. 4 

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下批 Cm) 

無

． o. 5 

0, l 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

無

杭基促

不朋

1 0 1. 0 

不朋

不明

縦断方向の盛土被災形態 I不l!/l
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表5.1 (82) 

(m) 

2 0 4 1 0 7 |被害の有無

主要地方道 4'i'ゅサ沼u糸鼠
2 

橋槃取付部以外の盛土

横断描造物有

3. 0 

互
／＇］、ととぃ

過去の降雨・地震による被災屈暦

ぶりI1

砂粒土

9. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 斤、 19I~ 

後交通止の有無

！止車線数

の大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 (m)

有

2
 
4. 0 

不明

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

湿地

不明

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 0 7. 7 

の最大沈下醤 Cm) 

o. 0 

1. 0 0 

l
-
4
-
3
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表 5.1 (83) 

調査地点番号

鴫 譴類

車線数

盛土タイプ

204108 

主要地方道

被害の有無
' 

省も伶‘

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

4. 0 

有

33 kW¥詞也，屯，

過去の陥雨・地震による被災履暦

-7[、明

細粒土

8. o 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 万＼可Iり

地震直後交通止の有無

交通止車線教

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

イいし‘
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状 I 3 

o. 5 5 

山地・丘陵地

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) |~ 
盛土の最大沈下堂 Cm) I o. 1 5 

横断方向の盛土被災形態 1 2 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (84) 

Cm) 

204109 

主要地方道

2 

橋梁取付盛土

横断描造物無

7. 3 

被害の有無

w ／印l[芯翼 I5、'7Kが切告，新破7麟

過去の降雨・地震による被災履暦

面保護工の植類

左側法面）

8. 9 

石積・プロック積擁壁工

十植生工

石積・プロック積擁壁工

＋植生工

1. 5 

1. 5 

無 1'了し／

無

無

が姐

,.iv 

砂粒土

今回の地霞による道路周辺の被災の状況

舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の植類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 3 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

不明

控え壁式

1 1. 5 

無

有

杭基碇

不明

148. 6 

砂の大きさ，横 Cm)

下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下巌 (m) 

2. 0 

0. 1 0 

也5
-
2
-
1
 

そ
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表5.1 (85) 

調査地点番号

鴫の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2041 10 r |□の有無 I有

主：地方道 喝 富＼1過:ぷ雨・地震による被災履暦

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無 1 ；；噸¢
2. 0 

砂粒土

9. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

今回の地震による道路周辺の被災の状況

ハ絆；恥賛い給註尼厨

危製鵡［か方和 /-f_レ‘¢-

I~ ll.-fも嗚‘全紋＼二わぢ）、哨か

ガゞ見らむ3

2 

4 8. o 

無

1i‘嗚 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徴地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 3 

アスファルトコンクリ

干拓地

砂粒土

三□三□1[ 

9 9. 5 

ー

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下籠 (m) 

1. 0 

1. 0 0 

横断方向の盛土被災形態 1 5 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (86) 

Cm) 

204 1 1 1 I被害の有無 1有

主要地方道 乏乏正易危し公団ゃ見 。～ぼL，，，，，，アも、忍
2 ,.., 1過去の降雨オ・地震による被災履暦

橋築取付部以外の盛土

横断構造物無

3. 0 

砂粒土

天端幅 (m) 
~ ~ 

のエ種

面）

不叫1

9. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

咀考↑ふ？＼咋各蒋□勾全｛手¥-=-

亀翠冗戸_上 1壬いに

直後交通止の有無

止車線数

有

2 

2 4, 0 

の有無

の長さ Cm) 

版の厚さ (m) 

沈下防止のための工夫

無

の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

o. 4 3 

アスファルトコンクリート

千拓地

不明

無

1 0 7. 5 

1
-
5
 の最大沈下巌 Cm) 

1. 5 

o. 1 4 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土クイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

表5.1 (87) 

2 04 1 1 2 多 1被害の有無 1有

主；地方道 髯麟 ；こ りは ．i;；：：ニニ言，

橋梁取付盛土

横断構造物璽ー__j 瓜硝
1. 9 

砂粒土

7. 0 

プロック張擁壁工

＋植生工

ブロック張擁壁工

＋植生工

3.。 1今回の地震による道路周辺の被災の状況

3. 0 

無 1 が吟

言□40  

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

1「、引匂 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 3 8 

アスファルトコンクリ

干拓地

不明

パイルベント式

5. 5 

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I o. o 
．，盛土の最大沈下薩 (m) 1 。.3 0 

有

杭基促

不明

9 7. 

2
-
5
-
2
 

ー
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(m) 

204113 

主要地方道

2 

摘槃取付盛土

横断構造物無

1. 2 

表5.1 (88) 

有

JI←切 J;:.疇， 野ん税
過去の降雨・地震による被災履暦

/ 1今＼ 19H 

砂粒土

7. 0 

ブロック張擁壁工

＋植生工

ブロック張擁壁工

十植生工

3. 0 

3. 0 

直後交通止の有無

止車線数

今回の地震による道路周辺の被災の状況

r" 
由
" 冗，吼

有

2
 4. o 

無

無

o. 3 8 

アスファルトコンクリート

干拓地

不朋

パイルペント式

5. 5 

有

杭基礎

不明

の大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ (m) 

の最大沈下歴 Cm) 

o. 0 

o. 2 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

贔テ向の盛土被災形態

9 8. 0 

1
-
5
-
2
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表 5.1 (89) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ植

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

204114 

主要地方道

2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無

1. 5 

被害の有無 1有

25 1⇔ tも老、，
過去の降雨・地震による被災屈1翡

冗閉

砂粒土

1 o. 0 

植生工

植生工

無

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

凋'J2..'1) 113元が勺を起レ乙い

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

八~I哨 o. 5 0 

アスファルトコンクリ

／
 

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の設大沈下批 Cm) 

無

1. 0 

o. 5 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の柚類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

底央距離 (km) 

盛土形状 ー

横断方向の盛土被災形態 3 

縦断方向の三詞頁五雨

-106 -



表 5.1 (90) 

204115 
I 

主要地方道 4吠⑱び
1 

橋器取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 0 

有

咋怠 2'l /乙り元表
過去の降雨・地巽による被災履暦

／い 13/~
Cm) 

砂粒土

の天端幅 (m) 5. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 示1'3月

直後交通止の有無 門
止車線数

止時間 (h) 

無

長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

：沈下防止のための工夫

パ＼り目 1舗装厚 Cm) o. 5 0 

舗装の種類 アスファルトコンクリート

微地形分類 氾濫平野

盛土周辺の土質 砂粒土

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類
L— 

無 軟弱地盤の厚さ Cm) 

の大きさ，縦 Cm) 霰央距離 (km) 1 1 7. 5 

の大きさ，横 Cm) 盛土形状 1 

泳位の深さ Cm) 2. 5 横断方向の盛土被災形態 3 

o. 2 0 縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (91) 

調査地点番号

道路の種類 一般県道

囀数 2 

盛土タイプ 橋要取付部以外の盛土

横断構造物無

盛土の高さ Cm) 1. 5 

盛土の土質 砂粒土

盛土の天端幅 Cm) 9. 5 

法面保護工のエ穂 植生工

（右側法面）

法面保護工の種類 1植生工

（左側法面）

右法面勾配 （割） 1. 5 

左法面勾配 （割） 1. 5 

地盤改良の有無 無

地盤改良工法

有

/] |Cか云云忌
過去の降雨・地震による被災屈暦

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2 

2 4. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

八軒喝ぷ）己応沿已秒に亀輩
遣［かー、乃籾 I虹‘・セ

I匂辺叱乃ふ` 令般＼：：わ乙＇）、

傷製五知17叫心

無

打し o. 4 3 

干拓地

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) I 4. o 

盛土の最大沈下羅 Cm) I 1. 1 5 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

祠台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

—三2
1 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (92) 

2 0 4 1 1 7 I被害の有無 i有
一般県道 9 亨 J 歩

2 拒 トオ`去の降ぃ`` □:環暦
(m) 

橋槃取付部以外の盛土

横断描造物無

2. 0 

不吟

砂粒土

の天端幅 Cm) 6. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 不明

交通止の有無

車線数

無

無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

の大きさ，縦 Cm)
-
の大きさ，横 Cm)

の`最大沈下蓋 (m) 

o. 4 5 

アスプアルドコンクリート

山地・丘陵地

砂粒土

illE 
‘‘‘‘ 

1. 0 

o. 3 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向竺竺竺:
縦断方向の盛土被災形態 不明

1 0 o. 3 
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調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

204118 

一般県道

表5.1 (93) 

被害の有無 1有

• I IUn元滋、
過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無
元叫合

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 2 

砂粒土

7. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

鬼々")7‘、ロック冴かいたぁ必乏

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

介＼珀 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状 I 3 

o. 4 5 4
 

山地・丘陵地

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 ' 

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (rn) | 1. o 

盛土の最大沈下描 Cm) I o. 2 o 
横断方向の盛土被災形態 1 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表5.1 (94) 

2 0 4 1 1 9 |被害の有無

一般県道 布象'1条介危方、
有， 

」~Iいn ァ包、1ぺ9ヽ

Cm) 

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 0 

過去の降雨・地震による被災履暦

爪祖

砂粒土

の天端幅 (m) 7. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地窟による道路周辺の被災の状況

無 ズ‘'0＼合

後交通止の有無

止車線数

無

有無

長さ Cm) 

版の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

無

が叶 o. 4 5 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 (m)

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

1 3 4. 4 

ー

1. 8 

o. 3 0 

横断方向の盛土被災形態 1 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (95) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

204120 有

／午砂元哀、
邁去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋要取付部以外の盛土

横断構造物有

3. 5 

が哨

砂粒土

8. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

這診私印か貸噸、レ、

惰起いる彎

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 Ch) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2 

4 9. o 

無

芥訊 o. 4 5 

氾濫平野

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 1 3. o 

盛土の最大沈下匿 Cm) I 1. o o 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

-3  
1 

縦断方向の盛土被災形態 可両i
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表 5.1 (96) 

2 0 4 1 2 1 I被害の' |有

一般県道 ）＼手い＼I＼fl糾<... ()、ダ ll..ハジ巴羨，

2 過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物無

3. 0 

の土質

の天端幅 Cm) 

芥唄

砂粒土

8. o 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地艇による道路周辺の被災の状況

正＂ふ＂
直斡と和1に定い）亨認（岩桓木裏
ヵゞオ甲レつ〗ゞ‘さむ、戸

後交通止の有無

止車線数

無

無

の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

o. 3 0 

アスファルトコンクリート

扇状地

砂粒土

無

の大きさ，縦 Cm)

大きさ，横 Cm)

の深さ Cm) 

の最大沈下籠 Cm) 

1 3 1. 5 

2. 5 

o. 2 0 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1
-
3

言ォ
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表5.1 (97) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

2 2 0 4 1 2 2 I被害の有無 1有

一般県道 多癒纂ー1多改目繹 →I切加白疇、

2 過去の降雨・地農による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 0 

不珀

砂粒土

8. 8 

植生工

植生工

1. 0 

1. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
可、 18月

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2
 
5. 0 

無

芥 (;1)1 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

窟央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

函祈方向の盛土被災形態

-1. 0 0 

プレロード工法

氾濫平野

砂粒土

重力式

4. 5 

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下抵 (m) 

有

ケーソン基礎

1 o. 0 

1. 0 

o. 2 0 

l
-
2
-
2
 

1 1 2. 4 
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表5.1 (98) 

ダ、 9K?n t也 岳 三
過去の降雨・地震による被災屈暦

(m) 

1206017 

一般国道 ／0§ 2 

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

6. 0 

なし

礫粒土

の天端幅 Cm) 8. 0 

石積・ブロック積擁壁工

＋植生工

石積・プロック積擁壁工

＋植生工

1. 5 

1. 5 

不明

今回の地震による道路周辺の被災の状況

糾エりクが @¥i}'¥..

匝後交通止の有無

車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

版の厚さ (m) 

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) 

の最大沈下菰 (m) 

無

無

l. 0 

o. 0 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の稲類

軟弱地盤の厚さ (m) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災厖砿

o. 5 0 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

重力式

1 2. 0 

有

直接基礎

不明

1 6 9. 0 

不明

不明

不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

地霰直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

勺」し

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下蕨 Cm) 

表5.1 (99) 

2206017 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

6. o 

礫粒土

8. 0 

石積・プロック積擁壁工

＋植生工

石積・ブロック積擁壁工

＋植生工

不明

無

無

1. 5 

1. 5 

被害の有無 1有

K呪杖硫，

過去の降雨・地震による被災履暦

勺し

今回の地震による道路周辺の被災の状況

袖エのゲが割虹

o. 5 0 舗装厚 (rn) 

舗装の種類 アスファルトコンクリ

無

1. 0 

o. 0 0 

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ C rn) 

ウイングの有無

基促の種類

氾濫平野

礫粒土

雷力式

1 2. 0 

有

直接基促

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 不朋

横断方向の盛土被災形態 1 1 

縦断方向の盛土被災形態 可可月
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表 5.1 (100) 

2206038 被害の有無 有

(m) 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1 o. 0 

坪／ぎ鯰 下，，ぅ足橋
過去の降雨・地震による被災履暦

なし

i漿粒土

天端幅 (m) 

工のエ種

法面）

7. 0 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

o. 3 

o. 3 

不朋

今回の地震による道路周辺の被災の状況

パい麟め皆座餌見＃ヶ沢-

鰭紐ェク九ク

直後交通止の有無

止車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

無

なし o. 4 7 

アスプァルトコンクリート

山地・丘陵地

礫粒土

パイルベント式

1 2. 8 

無

無

杭基促

不明

の大きも 縦 (m)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) 

の最大沈下蕨 Cm) 

z. 0 

o. 0 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

不明

1 

縦断方向の盛土被災形態 I不明

1 6 4. 1 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2206099 

一般県道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

5. 0 

礫粒土

7. 8 

コンクリート擁壁工

＋植生工

コンクリート擁壁工

＋植生工

不明

1. 5 

1. 5 

地震直後交通止の有無 I無
交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無 1無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

勺 l

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) | 2. o 
盛土の最大沈下簸 Cm)I o.oo 

表 5.1 (101) 

＇被害の有無 l有
，1..舘緑 t./. K況クI!!.点，

過去の降雨・地震による被災履暦

なし

今回の地震による道路周辺の被災の状況

ん肩袖ェクうック

左岸塵台稿町麟碍し

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

o. 5 0 

アスファルトコンクリー

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

山地・丘陵地

砂粒土

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態
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重力式

1 4. 0 

無

直接基碗

不明

不朋

1 

不明

1 6 9. 2 



表5.1 (102) 

206107 被害の有無 有

一般国道 /{)タ号允東 IIO Kれ t也魚、
2 1過去の降雨・地震による被災履暦

(m) 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

6. 3 

なし

砂粒土

の天端幅 Cm) 8. 0 

法枠工

法枠工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

正＂4"
 

なし

交通止の有無 無

線数

間 (h) 

無

の長さ Cm) 

の厚さ (m) 

沈下防止のための工夫

し
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

無 1軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

1砂の大きさ，横 Cm) 盛土形状

！下水位の深さ Cm) 7. 0 横断方向の盛土被災形態

i土の最大沈下菰 Cm) o. 1 5 縦断方向の盛土被災形態
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o. 5 1 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

細粒土

1 5 1. 7. 

l
-
1
-
4
 



調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

206108 

一般国道

表5.1 (103) 

被害の有無 有

/03号糸舟e /{)グ／＜呵，磁点、

過去の降雨・地震による被災履暦2 

橋奨取付部以外の盛土

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物無

7. 0 

勺し

砂粒土

7. 0 

石積・ブロック積擁壁工

＋植生工

法枠工

1. 0 今回の地農による道路周辺の被災の状況

無
勺し

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

な心／
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

O. 5 l 

アスファルトコンクリ

山地・丘陵地

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) I 5. o ., 
盛土の最大沈下堂 Cm) I o. 2 o 

3
-
3
-
3
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表 5.1 (104) 

206109 被害の有無 有

一般国道

2 

99 3 ドッは包粍， ／ク久＃ kれ這，与、 上戸沢グ，m

過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋槃取付盛土

横断構造物無

5. 0 

の土質

士の天端幅 Cm) 

分し

礫粒土

7, 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

不朋

今回の地震による道路周辺の被災の状況

袖ェのひぴ割む

直後交通止の有無

止車線数

無

無

rJし
舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

盃礎の植類

o. 5 1 

アスファルトコンクリート

扇状地

砂粒土

逆T式

8. 5 

無

直接基碇

無

の大きさ，縦 Cm)
-
加の大きさ，横 Cm)

，下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下巌 Cm) 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

窟央距離 (km) 

盛土形状

1 5 4. 7 

7
 o. 8 

o. 0 0 

横断方向の盛土被災形態 1 1 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

2206110 

表5,1 (105) 

被害の有無 有

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

6. 0 

汐／号緑し 2&7/＜灰地点，叫次衰

過去の降雨・地農による被災屈J昏

、11/

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保渡工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

なし

砂粒土

9. 0 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

o. 0 

o. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

勺し
無

地窟直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

勺し
舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

o. 5 1 

アスプァルトコンクリ

山地・丘陵地

礫粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) 1 1 6. o 

盛土の最大沈下菰 Cm) I o. 1 o 口横断方向の盛土被災形態 1 3 

縦断方向の盛土被災形態 1 
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表 5.1 (106) 

206111 被害の有無

(m) 

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

4. 0 

j ク／多綿<... 2か、 2kれ埒，点，叶汲ふ，1-国

過去の降雨・地康による被災屈暦

礫粒土

の天端幅 Cm) 

保護工のエ稲

側法面）

7. 0 

ブロック張擁壁工

プロック張擁墜工

有

なし

o. 3 

o. 3 

不朋

今回の地策による道路周辺の被災の状況

なし

交通止の有無

車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

無

o. 5 1 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

不明

重力式

5. 8 

無

無

杭基碇

不明

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)
～ ~ 

水位の深さ Cm) 
→ ~ 

の最大沈下餓 Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 6 3. 0 

o. 8 

o. 0 0 

5
-
1
一明不

-123 -



表 5.1 (107) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土クイプ

206112 被害の有無 有

一般国道 J Sl I号魏=

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋梨取付部以外の盛土

横断構造物無

9. o 

為〉 7/(況地念

過去の降雨・地震によーが皮災履暦

なし

砂粒士

6. 5 

法枠工

不朋

1. 0 

o. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

曲l:
‘‘‘‘ 

なし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

勺し o. 5 1 

アスファルトコンクリ

山地・丘陵地

砂粒土

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下罷 Cm) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の桶類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

限央距離 (km) 

盛土形状 5
 

4. 0 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態 3 

蘊断方向の盛土被災形砿三厠
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表 5.1 (108) 

Cm) 

206113 

一般国道 以／ g梓 虹．2Iくれ t也，与，

過去の降雨・地霰による被災屈暦2 

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物無

l. 5 

被害の有無 有

なし

砂粒土

4. 0 

石積・ブロック積擁壁工

不明

3

0

 
．． 
0

0

 
無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

勺し

直後交通止の有無

止車線数

無

阪の有無

阪の長さ Cm) 

無

沈下防止のための工夫

o. 4 6 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

不明

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 (m)

水位の深さ Cm) 
. ~ 

の最大沈下荒 Cm) 

1 6 1. 3 

2. 0 

o. 0 5 

舗装厚 Cm) 

舗装の植類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

5
-
1
-
4
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表5.1 (109) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

207102 被害の有無 有

主要地方道 1魔子人命こ火」丸克'-
2 l過去の降雨月・地震：：：；；‘:点、

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ穂

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地蛾改良の有無

地盤改良工法

禍梁取付盛土

横断構造物無

4. 0 

なし

礫粒土

8. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
勺し

地震直後交通止の有無

交通止車線教

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

綾足篠望工
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

『次弱地盤の厚さ Cm) 

巽央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 7 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

重力式

7. 5 

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下裁 Cm) 

無

無

杭基礎

5. 5 

o. 0 

o. 0 5 

1 0 

横断方向の盛土被災形態 I不明

縦断方向の盛土被災形態 不明
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207103 

主要地方道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

4. 0 

表 5.1 (110) 

被害の有無 □ 
尺 丙 線 ／3、32kれ這角

過去の降雨・地震による被災履暦

なし

Cm) 

礫粒土

の天端幅 Cm) 9. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

不明

今回の地震による道路周辺の被災の状況

なし

後交通止の有無

ll:.車線数

無

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 3 5 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

細粒土

重力式

7. 0 

無

直接基礎

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)
.. 

水位の深さ Cm) I 2. o 

1 6 9. 0 

の最大沈下抵 Cm) o. 0 0 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不朋

震央距離 (km) 

盛土形状戸 6 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2207104 

一般県道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

3. 0 

表 5.1 (111) 

被害の有無 有

'ク2J<ァt:t峠、落J合

過去の降雨・地震による被災履暦

なし

礫粒土

9. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

不明

今回の地農による道路周辺の被災の状況

積 Jt 7’ゎ，9／クにクブック発生

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

なし 舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 3 5 

自然堤防

細粒土

逆T式

6. 0 

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下抵 Cm) 

有

杭基礎

3. 0 

1 7 6. 

3. 0 

o. 3 0 

l
-
2
-
1
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表5.1 (112) 

Cm) 

208005 

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

4. 0 

＇被害の有無 げ

〇＄麦緑 。ノ o k町 t/II点、 赤：倹棒
過去の降雨・地震による被災履暦

礫粒土

6. 0 

石積・プロック積擁墜工

石積・プロック積擁壁工

ネ眼

o. 3 

o. 3 

不明

今回の地底による道路周辺の被災の状況

棒合委征

腿咳艤

/¢れ

無

無

下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

o. 5 5 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

細粒土

重力式

1 3. 5 

無

直接基礎

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

氷位の深さ Cm) I 2. o 

祠大沈下熾 (m) 1 。.o o 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不朋

震央距離 (km) 

冒
2 1 8. 9 
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． 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

地震直後交通止の有無

交通止単線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

なし

表5.1 (113) 

208033 被害の有無

一般国道 立 2 多f泉1 汀／り噂m

2 過去の降雨・地震による被災屈暦

橋梁取付盛土

横断描造物無

4. 5 

礫粒土

7. 8 

石積・ブロック積擁壁工

石積・ブロック積擁壁工

1. 5 

1. 5 

不明

無

弧E
9ヽヽヽ

不明

今回の地震による道路周辺の被災の状況

稿月愛杭／ヽ tc九

細綬狐

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

o. 5 5 

アスファルトコンクリー

山地・丘陵地

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無 l〗ロニ:噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下匿 Cm) 

5. 0 

o. 0 0 

盛土形状 不明:::::::~ 万`i五］の盛土被災形態 不厠
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表5.1 (114) 

(rn) 

2 0 8 1 0 0 | t炭害の有無

ー：県道瘍犬下り二三てこ合による被災疇

稿槃取付盛土

横断描造物無

9. 8 

礫粒土

の天端幅 Cm) 9. 8 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

o. 0 

o. 0 

不明

直後交通止の有無

止車線数

の有無

の長さ Cm) 

版の厚さ Cm) 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

有

1 

-1. o 

圧＂引＂

なし

無

o. 5 5 

アスフプルトコンクリート

山地・丘陵地

礫粒土

逆T式

1 2. 0 

無

直接基促

o. 0 

の大きさ，縦 Cm)

沙の大きさ，横 Cm)

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

l 8 4. 6 

2. 0 

o. 0 5 

3
-
3
-
2
 

ー
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表5.1 (115) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

30 1 0 0 1 I被害の有無 1有

一般国道 280旦’‘’
2 勺 f|く過去:f̀:：也、：よる被災履暦

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

4. 0 

不明

細粒土

9. o 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
み岨

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

なし
舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基徒の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 2 

アスファルトコンクリ一

台地

高有機質土

叫各周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

J也―F7虹立のi梁さ Cm) I 1. o 

盛土の最大沈下批 (m) 1. 2 5 

l
-
1
-
4
 

-132 -



表 5.1 (116) 

301002 

主要地方道

2 

有

今号i喘田 3、lkれ地吾、、

過去の降雨・地窟による被災履暦

Cm) 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

9. 0 

細粒土

1;6. ? 

梅雨前緑-Iこよる尺眼

踏扇叩＝メ5れ沢虔

の天端幅 Cm) 9. 0 

植生工

植生工

勾配 （割）

の有無

工法

5

5

 

．
 

l

l

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
住泉 2.戸全虔

後交通止の有無

車線数

有

2 

9 6. 0 

証
~i‘ 

の長さ Cm) 

の厚さ (m) 

無

の大きさ，縦 Cm)
-~ 

の大きさ，横 (m)-~ 

水位の深さ Cm) I 1. o 

o. 7 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

1 5 9. 5 

の最大沈下巌 Cm) 1. 0 2 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1
-
5
-
4
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表 5.1 (117) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイブ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

301003 

主要地方道 ）入吋
フ h

2 

橋器取付部以外の盛土

横断描造物無

6. 0 

有

田糸見 、う、 3J<れ；；也、、、

過去の降雨・地霞による被災1覆暦

不 萌

細粒土

9. 0 

植生工

植生工

llE~ 
ー‘

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

住象 29仝啜

地震直後交通止の有無

交通止車線散

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2 

9 6. 0 

無

な l
4‘ 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

戸向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 2 

アスプアルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下産 Cm) 

1. 0 

3. 0 5 

1
-
5
-
4
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表 5.1 (118) 

301004 

主要地方道 今別

被害の有無 有

2 

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 0 

田器、 り、 RK況‘]辺、占．、

過去の降雨・地震による被災屈暦

Cm) 

'↑珀

細粒土

の天端幅 (m) 9. 0 

石梢・ブロック積擁壁工

＋植生工

植生工

5

5

 

．． 
0

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
矛睛

直後交通止の有無

止車線数

有

゜． 
2
 

2

7

 
無

長さ Cm) 

厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

な し

，辺の噴砂の有無 1無

砂の大きさ，縦 (m)

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

面断方向の盛土被災形態

o. 7 2 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

高有機質土

1 5 9. 4 

土の最大沈下巌 Cm) 

1. 0 

4. 2 

9
-
5
-
4
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表5.1 (119) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

301005 

主要地方道 ／今別

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

2 2. 0 

有

線 ／0、，3k勿知占

過去の降雨・地震による被災履暦

子明

細粒土

9. 0 

腰止プロック

＋植生工

不明

5

0

 
．． 
1

0

 

今回の地饒による道路周辺の被災の状況

無
1、明

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2 

7 2. 0 

無

なし

山地・丘陵地

細粒土

． 

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下薦 Cm) 

3. 0 

5. 0 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 2 

アスファルトコンクリ

1 5 9. 3 

3
-
4
-
4
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1301006 

表 5.1 (120) 

被害の有無

(m) 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1. 1 

認 og線 ，JI<況 j;芭焦
1, ．＇  
過去の降雨・地巽による被災履暦

の土質

の天端幅 Cm) 

子咀

細粒土

1 1. 6 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

0
-
0
 

巴
ぃ

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 予日月

無

無

舗装厚 (m) 

舗装の稲類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の腫類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基徒の種類

o. 7 2 

アスフプルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

逆T式

5. 5 

無

杭基促

周辺の噴砂の有乳[--9
の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 I 1 3 

1 6 1. 5 

ふ団の最大沈下歴 (m) 

2. 1 

o. 0 6 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
2
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表 5.1 (121) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保渡工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2301006 

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

1. l 

茨少也魚

過去の降雨・地巽による被災履暦

了、昭

細粒土

1 1. 6 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

o. 0 

o. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 子珀

地策直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

予昭 舗装厚 (m) 

舗装の植類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の柚類

橋台の高さ (m) 

o. 7 2 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

逆T式

5. 5 

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) I 2. l 
□ 盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 1: ． 
盛土の最大沈下巌 Cm) o. 0 6 縦断方向の盛土被災形態 2
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表 5.1 (122) 

1 3 0 1 0 0 7 I被害の有無 1有

一般国道 28 0号［見 3k況碑恙 莉＃＿里謳
2 過去の降雨・地展による被災履暦

Cm) 

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 5 

｝岨

細粒土

の天端幅 (m) 

保護工のエ植

側法面）

1 1. 9 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

正＂
．
 

,‘
 
.. 
,
 

不明

交通止の有無

車線数

無

IE" 
由＂

の長さ (m) 

の厚さ (m) 

沈下防止のための工夫

朗 舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 7 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

重力式

5. 0 

有

杭基礎

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 (m)

l. 0 

o. 0 5 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不朋

震央距離 (km) 

盛土形状

亘方向の盛土被災形態 I-
縦断方向の盛土被災形態 不明

1 6 o. 6 

- 139-



表 5.1 (123) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2301007 

一般国道 2[10 旦

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 5 

被害の有無

総 ふ況咆，
過去の降雨・地震による被災屈暦

序日月

細粒土

1 1. 9 

不朋

不明

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 ふ萌

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

子咀 舗装厚 (m) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の稲類

o. 7 2 
子

アスファルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

重力式

4. 9 

無

杭基礎

道路周辺の噴砂の有無 ビ門
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) I 1. o 

盛土の最大沈下巌 Cm) I o. o 5 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

震央距離 (km) 

盛土形状涵亨不明

縦断方向の盛土被災形態 不明
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の種類
~ 

散

表5.1 (124) 

ャの高さ Cm) 

土の土質

の天端幅 Cm) 

工のエ稲

法面）

1301009 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1. 6 

，被害の有無 げ
認〇号和泉 I4 k加筵，合， 六牧

過去の降雨・地震による被災屈暦

み組

細粒土

9. 3 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

面勾配 （割）

面勾配 （割）

改良の有無

改良工法

o. 0 

o. 0 

証
~

J
'
 

↑明

直後交通止の有無

通止車線数

無

無

子8且

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

o. 7 2 

アスファルトコンクリート

無

氾濫平野

砂粒土

逆T式

不明

無

直接基促

不明

砂の大きさ，縦 Cm)-
砂の大きさ，横 Cm)

1 6 o. 2 

での最大沈下歴 Cm) 

2. 6 

o. 0 5 

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

3
-
2
-
2
 

ー
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表5.1 (125) 

調査地点番号

道路の稲類

疇数

盛土タイプ

2301009 被害の有無

一般国道 廷 0号絃、1 I# Kれ坪頃、 犬

2 過去の降雨・地震による被災厭暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の植類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付盛土

横断描造物無

1. 6 

｝岨

細粒土

9. 3 

コンクリート擁賠エ

コンクリート擁壁工

0

0

 

．． 
0

0

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
み症l

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (rn) 

踏掛版の厚さ (rn) 

盛土沈下防止のための工夫

圧＂虫＂

無

ス咀 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

o. 7 2 

アスファルトコンクリ

ズー

氾濫平野

砂粒土

逆T式

不明

鉦
‘‘‘‘ 

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無

哨砂の大きさ，縦 Cm)

哨砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) I 2. 6 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

窟央距離 (km) 

盛土形状 I-ビ
横断方向の盛土被災形態 2 

盛土の最大沈下批 Cm) o. 0 5 縦断方向の盛土被災形態 2
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表 5.1 (126) 

1301010 被害の有無 有

ー：国道 2go身令泉i過ここi:`二5よる被災rif眉辺竺

Cm) 

橋槃取付盛土

横断構造物無

1. 4 

細粒土

の天端幅 (m) 
~ ~ 

保護工のエ種

側法面）

↑岨

8. 4 

コンクリーート擁壁工

コンクリート擁壁工

o. 0 

0. 0 

今回の地煤による道路周辺の被災の状況

il圧
‘‘‘‘ 

｝明

直後交通止の有無

止車線数

無

版の有無

版の長さ Cm) 

下晴

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

摘台の稲類

桶台の高さ (m) 

ウイングの有無

嘉礎の種類

o. 7 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

不明

不明

不明

直接基礎

無

）の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土飼*

畜面げ1向の盛土被災形態 不呵

1 6 2. 2 

の骰大沈下巌 Cm) 

2. 4 

0. 0 6 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

2301010 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

表 5.1 (127) 

被害の有無
I 

lg o彦緯ヽ 23臼迎，与，輝辺翠
過去の降雨・地震による被災屈暦

ふ日目

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

1. 4 

細粒土

8. 4 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

0

0

 

•• 0

0

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
／子日）可

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

U甜卦1版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

予咀 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

o. 7 2 

アスプアルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

不明

不朋

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 (rn)

噴砂の大きさ，横 (rn)

地下水位の深さ (rn) 

盛土の最大沈下批 (rn) 

三猿央距離 (km) 

盛土形状 I 1 3 

1 6 2. 2 

2. 4 

o. 0 6 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災面属

2
-
1
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Cm) 

1301011 

一般国道 280§二酋し
2 

橋梨取付盛土

横断構造物無

2. 3 

表 5,1 (128) 

被害の有無 1有

坪い1迎、屯、広縣篠
過去の降雨・地震による被災履暦

み硝

細粒土

7. 0 

コンクリート擁壁工

の種類

） 

コンクリート擁壁工

面勾配 （割）

の有無

良工法

0

0

 

．． 
0

0

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
不明

環直後交通止の有無

通止車線数

無

無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

の大きさ，横 Cm)

の深さ (rn) I 1. o 
の最大沈下荒 Cm)I o.o7 

o. 7 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

重力式

不明

無 巨
盛土形状 1 3 

三□□縦断方向の盛土被災形態 不明

1 6 2. 5 
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表5.1 (129) 

調査地点番号

鴫の種 類

車線数

盛土タイプ

2301011 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 3 

み£

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2已だが追，魚

過去の降雨・地震による被災履暦

み誼

細粒土

7. 0 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

0

0

 
．． 
0

0

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 1珀

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

え頭 舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

o. 7 2 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

重力式

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 (m)

哨砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下巌 (m) 

1. 0 

0. 0 7 

二盛士形状 1 3 

横断方向の盛土被災形態 1不明

縦断方向の盛土被災形態 不明

1 6 2. 5 
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表 5.1 (130) 

302001 被害の有無 有

Cm) 

二岩禽面三：：〗す戸ニビら三□立三塁釦
横断描造物無

9. 0 

砂粒土

の天端幅 (m) 7. 5 

石積・プロック積擁壁工

＋植生工

石積・ブロック積擁壁工

＋植生工

勾配 （割） l o. 5 今回の地誤による道路周辺の被災の状況

o. 5 

無
なし

後交通止の有無

止車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

の蔽さ (m) 

沈下防止のための工夫

無

無

の大きさ，縦 (m)

'‘の大きさ，横 Cm)

不朋

の最大沈下蛍 cm) I o. 1 7 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碗の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

囮央距離 (km) 

盛土形状

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

砂粒土

重力式

1 3, 0 

無

直接基促

o. 0 

1 1 5. 8 

1 2 

横断方向の盛土被災形巴」三

縦断方向の盛土被災厨態 2 
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表5.1 (131) 

調査地点番号

鴫の種 類

車線数

盛土タイプ

304011 

83 8 kれ慮き、 第り
過去の降雨・地震による被災履暦

勺 し

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

一般国道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物有

4. 8 

礫粒土

7. 8 

植生工

植生工

5

5

 

．
 

l

l

 

今回の地箆による道路周辺の被災の状況

無
なし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

なし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

不明

アスファルトコンクリ

ばし-

氾濫平野

細粒土

逆T式

7. 0 

無

杭基促

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) I . o. 5 
盛土の最大沈下盤 Cm)! o.o5 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災月冨［

1 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (132) 

Cm) 

304012 

一般国道 33q号諜

2 

橋槃取付盛土

横断構造物有

4. 8 

天端幅 Cm) 

護工のエ種

面）

被害の有熊 有

28k呪地点，

過去の降雨・地震による被災履暦

なし

礫粒土

7. 8 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

圧＂
．
 

、39
なし

後交通止の有無

圃止車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

無

ばし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

椅台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

不明

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

逆T式

7. 0 

無

杭韮礎

無

砂の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

，下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下枇 Cm) 

o. 5 

0. 0 5 

軟弱地盤の1厚さ Cm) I不明

霞央距離 (km) 

盛土形状 1 

横断方向の盛土1竺亘:
縦断方向の盛土被災形態 不面

141. 0 
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表 5.1 (133) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

被沓の有無 有

33, 9 1(m決澤，

過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

304013 

一般国道 339号g策

2 

摘槃取付部以外の盛土

横断描造物無

3. 2 

むし

細粒土

7. 2 

植生工

コンクリート擁壁工

5

0

 
．． 
1

0

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

駈
~

ー・ tよし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2 

4 2 9. 0 

無

乃し

氾濫平野

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 (m)

1 4 2. 0 

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下羅 Cm) 

-1. 7 

o. 5 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

盟央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

o. 7 1 

アスファルトコンクリ

。一ー
ー

縦断方向の盛土被災形態 I不り1
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表 5.1 (134) 

1 3 0 4 0 1 4 | t皮害の有無 1有

一般国道 33'l号猜穿← 32.9k呪 辺 品 象鴻息一号橋

2 1過去の降雨・地）混による被災屈暦

(m) 

橋梁取付盛土

横断描造物無

2. 5 

なし

砂粒土

l 2. 7 

植生工

保護工の稲類

側法面）

面勾配 （割）

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地農による道路周辺の被災の状況

道路訊恥田lfJIこ祁皮災1l口がった．

後交通止の有無

車線数

有

2
 5. 0 

無

無

o. 7 1 

アスプアルトコンクリート

の大きさ，縦 Cm)

横 Cm)

~I 2.5 

の最大沈下批 Cm) o. 4 5 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 C km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

氾濫平野

細粒土

不明

不明

不明

不明

1 o. 0 

141. 5 

1
-
5
-
1
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調査地点番号 2304014 

道路の種類 一般国道 錢？号摺象

車線数 2 

盛土タイブ 橋梁取付盛土

横断構造物無

盛土の高さ Cm) 2. 5 

盛土の土質 砂粒土

盛土の天端幅 Cm) 1 2. 7 

法面保護工のエ種 植生工

（右側法面）

法面保護工の種類 1植生工

（左側法面）

右法面勾配 （割） 1. 5 

左法面勾配 （割） 1. 5 

地盤改良の有無 無

地盤改良工法

表5.1 (135) 

↓被害の有無 げ
32. fK侃ぇ点嘉棘一弓，峨

過去の降雨・地霙による被災屈暦

1Jし

今回の地震による道路周辺の被災の状況

道路刷包の田囮Iて1J繹災11fJ1J‘ふ。

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2
 5. 0 

無

芥胡

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) I 2. 5 

盛土の最大沈下賦 Cm) I o. 35 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 1 

アスプアルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

不明

不明

不明

不lj/j

1 o. 0 

1
-
5
-
1
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の高さ (m) 

ャの土質

ーの天端幅 (m) 

304021 

一般国道 33f号，肉簗
2 

摘槃取付盛土

横断構造物無

3. 2 

表5.1 (136) 

被害の有無 1有

3f. 5幻 tt如点 莉深卿田橋

過去の降雨・地媒による被災屈暦

口し

砂粒土

1 3. 3 

植生工

コンクリート擁墜エ

今回の地媒による道路周辺の被災の状況

面勾配 （割）

2. 4 

o. 0 

゜ 無
りし

直後交通止の有無

止車線数

(h) 

無

無

版の長さ (m) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の植類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状 I 1 o 

o. 6 6 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

逆T式

7. 0 

無

杭基礎

無 9. 0 

1 4 3. 5 

の大きさ，横 (m)

の深さ (m) 

の骰大沈下批 (m) 

1. 0 

o. 1 0 

横断方向の盛土被災形態 2 

縦断方向の盛土被災形態 l―了
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調査地点番号

鴫の植類

車線数

盛土クイプ

304022 

一般国道 33f号翡茎

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

3. 2 

表 5.1 (137) 

＇被害の有無 □ 
3f.5k仇 t包点莉涼岬田梅

過去の降雨・地震による被災履暦

TJし

砂粒土

1 3. 3 

コンクリート擁壁工

植生工

o. 0 

2. 4 

今回のi囮巽による道路周辺の被災の状況

無
t J.し

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

TJし
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 6 6 

アスファルトコンクリー

氾濫平野

細粒土

逆T式

7. 0 

無

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下蕨 Cm) 

杭基礎

9. 0 

1 4 3. 5 

1. 0 

o. 0 5 

。一2
＿ー

ー
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(m) 

304023 

一般国道 331予＄累

2 

橋梁取付盛土

横断構造物有

1. 8 

表 5.1 (138) 

・被害の有無 i有
{t/. Ok瓜臼也，忍， 莉中翌稀命

過去の降雨・地震による被災履暦

ナJし

砂粒土

の^天端幅 Cm) 

保護工のエ稲

側法面）

1 2. 8 

植生工

植生工

（割）

の有無

工法

2. 1 

2. 1 

無

後交通止の有無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

土の最大沈下蓋 Cm) 

無

2. 2 

o. 0 8 

九｝し

無

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の植類

o. 6 6 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

逆T式

橋台の高さ Cm) I 5. 5 

ウイングの有無 無

基礎の植類 杭基礎

軟弱地盤の厚さ Cm) I 7. o 

震央距離 (km) I 144, 1 

盛土形状 l 

横断方向の盛土被災形態 不明

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

表 5.1 (139) 

3 0 4 0 2 4 I被害の有無 I有

-!国道 339 号競<|過去二；ご二：~による哀；§□9
橋槃取付盛土

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物有

1. 8 

fJし

砂粒土

l 2. 8 

植生工

植生工

2. 1 

2. 1 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 tJし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

fよし

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下産 Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 6 6 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

逆T式

5. 5 

無

杭基礎

7, 0 

2. 2 

o. 0 8 

ー

横断方向の盛土被災形態 1不明

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (140) 

3 0 4 0 3 2 I被害の有無 1有

三畠吃、 中和1菜夕5ぃ疇ー欝；合）1|給
1 過去の降雨・地碇による被災履暦

Cm) 

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 4 

tJし

細粒土

の天端幅 (m) 6. 4 

植生工

植生工

8

8

 
．． 
1

1

 
無

交通止の有無

廊の大きさ，縦 (m)

砂の大きさ，横 (m)

の最大沈下批 (m) 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

「Jし

無

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

面―形分類

盛士．周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

o. 4 6 

アスファルトコンクリート

湿地

不明

不明

不朋

無

ウイングの有無 不明

基礎の種町ーーロ不明

軟弱地盤の厚さ Cm) 不明

霞央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形口l

1 

縦断方向の盛土被災形態 不明一

144. 2 

o. 6 

o. 0 5 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

304033 

一般国道 339号態表

表 5.1 (141) 

＇被害の有無 □ 
硲． S伍地点 靭喝中稽ぅ

過去の降雨・地農による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

1. 8 

rJし

砂粒土

8. 5 

植生工

植生工

1. 3 

1. 3 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
TJし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

il圧
9ヽヽヽ

無

(Jし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛士形状

横断方向の盛土被災形態

言
縦断方向の盛土被災形枷

o. 6 3 

礫粒土

逆T式

4. 0 

叫各周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

；貰砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下巌 Cm) 

有

杭基礎

8. 5 

l. 9 

0. 0 5 

1 4 5. 

1
-
2
-
1
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表5.1 (142) 

3 0 4 0 3 6 | 1皮害の有無 1有

一般国道 33f号、t象 g. ZI況地，ざ， 莉今粟璧
2 1過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋梁取付盛土

横断描造物無

3. 5 

乃し

砂粒土

9. 5 

植生工

不明

1. 7 

o. 0 

正＂
．
 

,3, 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

国匂翠厖 I~ 化夏さクラ、'/ 1恥該培があった。

後交通止の有無

車線数

無

無

c下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の植類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

o. 6 6 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

逆T式

6. 5 

IE" 
虫＂

有

抗基碗

1 o. 0 

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) 

の最大沈下蕨 Cm) 

1. 0 

o. 0 5 

陛央距離 (km) 

盛土形状

横断竺竺竺竺巴[
4 

属覇方向の盛土被災形態 不明

1 4 6. 1 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (143) 

＇被害の有無 1有“繰 3z.8 k州 t包点， t三大橋

過去の降雨・地震による被災履歴

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

304039 

主要地方道

2 

橋槃取付盛士

横断描造物無

6. 2 

mし

砂粒土

1 3. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

今回の地震による道路周辺の被災の状況

並路用辺の十声硝岸に11寃数、の遺砂(/)

見らk[t。

印邑＂象廃 Î`l i楼・麿^ザ`「J力`→たか‘'：表

る漁．齢及 v-•'/) 1/人等I'ネ皮磨があふ。

2
 
2. 0 

「Jし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

韮礎の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 1 

アスファルトコンクリ

砂丘

砂粒土

控え壁式

1 4. 0 

道路周辺の噴砂の有無 有三 朋
噴砂の大きさ，横（m) 示面

有

直接基礎

8. 0 

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下巌 Cm) 

1. 4 

o. 6 7 

1
-
2
-
2
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表 5.1 (144) 

3 0 4 0 4 0 |被害の有無 1有

一般県道 叙；；7沢砥a|＄早 32. 3ドm1如ぎ、 十三大絃

2 過去の陥雨・地震による被災腹暦

1Jし

(m) 

天端幅 Cm) 

のエ種

面）

〇 交通止の有無

橋梁取付盛土

横断構造物有

6. 2 

砂粒土

1 3. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

有

今回の地震による道路周辺の被災の状況

道 路 国 四 臼 乳 闘 Iて［｝、＂恥喧砂 1/¥

蹟がみら小f乙 U

麟，，翠廃に IJネ展筈ャ‘̀‘fげ‘ったが：ぅず汲 Ic 

よる漁船 l砂叫這I-i疇があふ．

2
 
2. 0 

の大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 (m)

水位の深さ Cm) 

の最大沈下盛 (m) 

有

o. 5 

o. 5 

1. 4 

o. 3 6 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

禍台の高さ (m) 

ウイングの有無

基促の稲類

軟弱地盤の厚さ (m) 

窟央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災扇面

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

旧河道・旧落堀

砂粒土

控え賠式

1 4. 5 

有

直接基促

8, 0 

1 3 9. 9 

l
-
2
-
2
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表 5.1 (145) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

3 0 4 0 5 2 I被害の有無 1有

一般県道 蒻田五町）1／洵，溝象 o.3k屈 t也点， 蒔田稀

1 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付盛土

横断構造物無

6. 8 

fふし

細粒土

1 o. 0 

植生工

植生工

1. 7 

1. 7 

今回の地康による道路周辺の被災の状況

無
tJし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

ねし

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下巌 (m) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の稲類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

o. 3 7 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

逆T式

6. 0 

有

杭基礎

8. 5 

ー

o. 0 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態 不朋

縦断方向の盛土被災形ロロ
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表5.1 (146) 

304053 被害の有無 有

一般県道 蒔旧五吋川房、忍皐

2 1過去の降雨・地媒による被災履暦

(m) 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

2. 5 

rJし

砂粒土

の天端幅 Cm) 1 o. 2 

植生工

植生工

2. 5 

2. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

道路刷包の一をp＠国 I~ 噸砂 tT>t/,il ヽぉ艮ら .k[:.

ヌー神10笛の；象平水l'ilか見らいた．

匝後交通止の有無

止車線数

ヒ時間 (h) 

の有無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

沈下防止のための工夫

有

不朋

不明

細
‘‘‘ 

o. 0 0 

砂利

旧川徽高地

砂粒土

口

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

傲地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状 I 2 

1 4 o. 3 

横断方向の盛土被災形態 1 1 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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表 5.1 (147) 

調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

304054 被害の有無 有

一般県道 松野禾舷｀危緑 2.2 i<,_'l'A_地点 和叩橋

2 1過去の降雨・地震による被災履暦

橋槃取付盛土

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物無

2. 2 

tJし

砂粒土

7. 2 

植生工

植生工

8

8

 
．． 
1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
tJ L 

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

乃し
舗装厚 Cm) 

舗装の植類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基促の種類

o. 4 6 

氾濫平野

不明

不明

不朋

不明

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

面英距離 (km) 

盛土形状 1 1 

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下羅 (m) 

2. 8 

o. 0 7 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
l
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表 5.1 (148) 

3 0 4 0 5 5 |被害の有無 i有
一般県道 松野木競］も課 z, zi＜心 t也、屯， 和楊

2 過去の降雨・地震による被災履暦

橋槃取付盛土

横断構造物無

Cm) 2. 2 

砂粒土

7. 2 

植生工

植生工

1. 8 

1. 8 

無

乃し

今回の地震による道路周辺の被災の状況

fJし

後交通止の有無

！止車線数

無

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 4 6 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

不明

不朋

不明

不明

不明

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ (m) 

の最大沈下荒 Cm) 

軟弱地盤の厚さ (m） □珊
震央距離 (km) 

盛土形状

141. 2 

ー

2. 8 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
1
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調査地点番号

道路の穂類

車線数

盛土タイブ

表 5,1 (149) 

3 0 4 0 5 8 |被害の有無

一般県道 羽野禾沢程憚綽泉／，幻加地点，

1 

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 1 

過去の降雨・地農による被災履暦

tJし

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

細粒土

1 1. 8 

植生工

植生工

8

8

 

．
 

1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 乃し

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

fょL 舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の稲類

軟弱地盤の厚さ (m) 

震央距離 (km) 

盛土形状

o. 4 6 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

逆T式

7. 5 

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下堂 (m) 

無

杭基礎

1 o. 0 

ー

． 1. 7 

0. 0 5 

横断方向の盛土被災形態 I不明

縦断方向の盛土被災形態 不朋
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表 5.1 (150) 

3 0 4 0 6 2 I被害の有無 1有

一般県道 嵩吃喝所嘩 I. 0k屈北点， 墳軽大橋
2 1過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋槃取付盛土

横断構造物無

6. 0 

なし

細粒土

の天端幅 Cm) 6. 0 

植生工

植生工

勾配 （割）

の有無

良工法

5

5

 
．． 
1

1

 
無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

道路凩包ハ田囮 l:{Jえ餞mr」ヵ‘7f戸

後交通止の有無

車線数

時間 (h) 

無

砂の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

土の最大沈下堂 Cm) 

無

無

2. 0 

o. 1 7 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

甚礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

枕要式

4. 0 

無

杭基促

1 o. 0 

141. 8 

1
-
2
-
2
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表5.1 (151) 

3 04 0 6 3 一戸面の有無 1有

一般県道嵩庖薄争繹1 1、0紐囀， 津軽~這
2 過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋槃取付盛土

横断構造物無

7. 0 

fJし

細粒土

6. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
lょし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

Iょし

氾濫平野

細粒土

枕槃式

4. 0 

道路周辺の噴砂の有無 I無

o. 5 7 

アスファルトコンクリ

無

杭基礎

1 o. 0 

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下呈 Cm) 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 4 1. 8 

1. 0 

o. 1 4 

l
-
2
-
2
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表5.1 (152) 

＇被害の有無 げ
海橋鐸繹 0．りい地§I 嶺渇橋

過去の降雨・地震による被災屈l哲

Cm) 

304068 

一般県道

1 

橋梁取付盛土

横断構造物有

2. 7 

tJし

細粒土

の天端幅 Cm) 7. 2 

植生工

植生工

7

7

 

．． 
1

1

 

今回の地巽による道路周辺の被災の状況

無
fょし

後交通止の有無

止車線数

無

の有無

の長さ Cm) 

砂の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

下水位の深さ Cm) 

士の最大沈下批 Cm) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 4 6 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

不明

重力式

8. 7 

無

杭基礎

無 軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 1 1 

141. 5 

o. 8 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
2
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表5.1 (153) 

3 0 4 0 6, I被害の有無 I有
一般県道 島海橋雑圧゚ ‘sk瓜 t也 点 館 雑 靡

1 過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の植類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋婆取付盛土

横断構造物有

2. 7 

乃し

細粒土

7. 2 

植生工

植生工

7

7

 
．． 
1

1

 

今回の地罷による道路周辺の被災の状況

なし
無

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

fJし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の稲類

o. 4 6 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

不明

重力式

6. 7 

無

杭甚礎

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I o. s 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

窟央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 : ． 
盛土の最大沈下籠 Cm) o. 0 5 縦断方向の盛土被災形態 2
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表 5.1 (154) 

3 04 0 7 0 I被害の有無 1有

一般県道 山田雅田、溝策 bい 北 点 鶴月橋
2 I過去の降雨・地震による被災履暦

橋槃取付盛土

Cm) 

横断構造物無

2. 0 

なし

砂粒土

の天端幅 (m) 1 4. 0 

コンクリート擁壁工

植生工

法面勾配 （割）

ま面勾配 （割）

o. 0 

2. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
fよし

交通止の有無

車線数

無

の有無

の長さ (m) 

の厚さ Cm) 

無

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

o. 6 2 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

逆T式

9. 8 

有

杭基碗

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

下水位の深さ Cm) I 2. 3 

軟弱地盤の厚さ Cm) I 1 o. o 
震央距離 (km) I 134,9 

盛士形状 1 0 

横断方向の盛土被災形態 2 

9•土の最大沈下舞 (m) o. 0 7 縦断方向の盛土被災形態 ー
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調査地点番号

鴫の 種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

表5.1 (155) 

3 0 4 0 7 1 1被害の有無 1有

一般県道 山田嘔約田線 ¢知戌点，
2 1過去の降雨・地震による被災履暦

橋梁取付盛土

横断構造物無

z. 6 

砂粒土

1 3, 9 

法枠工

法枠エ

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災扇面

o. 6 2 

アスファルトコンクリ

旧川徹高地

細粒土

逆T式

9. 8 

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下産 Cm) 

有

杭基礎

9. 5 

． 2. 4 

o. 0 7 

1 3 4. 

1
-
2
-
1
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表 5.1 (156) 

1 3 0 5 0 2 6 i被害の有無 ・ 1有

一般県道 功仮上オし町(T)、浮、 若提勺乃命
2 i過去の降雨・地震による被災屈暦

Cm) 

橋築取付盛土

横断構造物無

6. 5 

の土質

の天端幅 Cm) 

乃し

砂粒土

7. 5 

植生工

植生工

勾配 （割）

の有無

工法

無

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

甜菜＇袢エ亀猿（韓虔 lgェ和知尺帝）

後交通止の有無 無

無

の長さ Cm) 

の厚さ Cm) 

無

不明

杭韮礎

1 o. 0 

の大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ (m) 
-
の最大沈下批 Cm) 

2 0 3. 8 

1. 5 

o. 0 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

摘台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

『次弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

o. 6 2 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

橋脚式

9. 5 

1
-
1
 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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表5.1 (157) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

3 0 6 0 0 1 I被害の有無 1有

一般国道 33少号、そ衆 ／0i．IL k創 tセ烹． 和1金谷府烏

2 i過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の稲類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋槃取付盛土

横断構造物無

2. 1 

和月

砂粒土

1 4. 7 

コンクリート擁壁工

コンクリート擁壁工

o. 0 

o. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
芥9月

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 Ch) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

乃し 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

o. 6 2 

アスプァルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) I 1. 3 ． 
盛土の最大沈下危 Cm) o. 0 0 

三盛土形状

横断方向の盛土被災形□1 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明

- 174-



307001 

一般国道 ;o I号諄と

表5.1 (158) 

・被害の有無 I有

泣・ 2 灼地、も 鳴 9尺橋
過去の降雨・地震による被災屈暦

(m) 

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

2. 1 

八し

細粒土

の天端幅 (m) 1 o. 0 

コンクリート擁壁工

腰止プロック

＋植生工

o. 0 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

恥此環 Iこ夕数，，，クラ、ックが＇発生し、取

繹 /T1ひ&‘わい｀ブ｀恥7t月の和到、咤叱ヽ ）

荒下 (IOへ50国）が’厄咽言忍？いた。

直後交通止の有無

止車線数

有

ー

1. 0 

無

舗装厚 Cm) 0. 7 1 

舗装の種類 アスファルトコンクリート

微地形分類 氾濫平野

盛土周辺の土質 砂粒土

橋台の種類 重力式

橋台の高さ Cm) 不朋

ウイングの有無 不明

基礎の種類 杭基礎

無 I軟弱地盤の厚さ Cm) 不明

震央距離 (km) 1 2 1. 7 

盛土形状 1 0 

2. 0 横断方向の盛土被災形態 2 

土の最大沈下荒 Cm) I o. 3 0 縦断方向の盛土被災形態 1 
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表5.1 (159) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

307002 

一般国道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

4. 0 

被害の有無 有

紗{L.J/<瓜がど，点， 鳴→ぅ尺
過去の降雨・地震による被災履暦

f;し

細粒土

1 o. 6 

コンクリート擁壁工

植生工

o. 0 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

同皿位燈 I~ 紗考又の 7予 7が発生した．

地農直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

1. 0 

無

芹胡 舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

茄礎の種類

o. 7 1 

アスプアルトコンクリ

氾濫平野

礫粒土

重力式

不明

不明

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I 1. o 

軟弱地盤の厚さ (rn) 1不明

窟央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 1 : 
璽

盛土の最大沈下堂 (m) 0. 3 0 縦断方向の盛土被災形態 ー
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307003 

一般国道 Io Lぎ喜

表5,1 (160) 

＇被害の有無 げ
ぷム、＆幻"'te、老，

過去の降雨・地震による被災屈暦

(m) 

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

5. 2 

TJし

砂粒土

の天端幅 Cm) 1 0. 5 

腰止ブロック

＋植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
1Jし

直後交通止の有無

止車線数

有

ー

1. 0 

の有無

の長さ (m) 

の厚さ Cm) 

無

砂の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

重力式

不明

不明

示

無

12 1. 3 

1. o 

ェの最大沈下批 (m) | o. 5 0 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土竺竺」

縦断方向の盛土被災形態 1 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

307004 

表 5.1 (161) 

被害の有無

一般国道 /0/号、堺象 仏7.＃ I<瓜也、屯

2 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋棠取付盛土

横断構造物無

4. 0 

7Jし

砂粒土

9. 0 

植生工

植生工

5

5

 
．． 
1

1

 
無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

菜房り玖渭 Iて 7ラ9‘17が＇発生した。

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

2. 0 

無

芥叶l 舗装厚 (m) 

舗装の種類

徴地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の腫類

o. 7 1 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

礫粒土

不朋

不朋

不明

示

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I 1. o 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 ; ． 
盛土の最大沈下荒 Cm) o. 4 0 縦断方向の盛土被災形態 2
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表 5.1 (162) 

Cm) 

307005 

一般国道 ／01号謂屎

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

3. 0 

被害の有無

り・ § /＜瓜元、も 初大菫環
過去の降雨・地震による被災履暦

TJし

砂粒土

9. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
なし

交通止の有無 有

ー

2. 0 

の有無

の長さ Cm) 

版の厚さ Cm) 

沈下防止のためのエ夫

無

舗装厚 Cm) 

舗装の柚類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

0, 7 l 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

不明

不明

不明

不明

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) 

ーの最大沈下蕨 Cm) 

無

1. 0 

0. 1 0 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 l 1 

横断方向の盛土被災形態

歳1祈方向の盛土被災形態

5
-
1
 

1 1 0. 1 
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

307006 

一般国道 /o/号終危

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1 o. 0 

表 5.1 (163) 

被害の有無

廷．オ k尻 t也、点象

過去の降雨・地礎による被災履麿

乃し

砂粒土

l O. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地窟による道路周辺の被災の状況

翠廃Lものクラ、9/7及び｀求下

地需直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (m) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2
 3. 0 

無

芥胡
舗装厚 (m) 

舗装の植類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 7 1 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

不明

不朋

不明

不明

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 
•I 

盛土の最大沈下堂 Cm) 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不朋

農央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

1. 0 

o. 5 0 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
1
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表5.1 (164) 

307007 被害の有無 有

主要地方道 私莉岳野｀尺＄菜 2• t/、ケA t疇，

2 過去の降雨・地展による被災服暦

(m) 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物無

5. 0 

さ1’面勾配 （割）

＇面勾配 （割）

ぢし

砂粒土

8. 0 

法枠工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
乃し

直後交通止の有無

通止車線数

有

の有無

の長さ (m) 

1 

1 5. 0 

不明

士沈下防止のための工夫

舗装厚 (m) 

舗装の稲類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

無

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

山地・丘陵地

細粒土

砂の大きさ，横 Cm)

，下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下臨 Cm) 

1. 0 

o. 5 0 

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 1 6. 3 

2
-
5
-
4
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表 5.1 (165) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

307008 

主要地方道

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

2. 0 

有

術田、瑶、 2・ I K瓜 t也虹

過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

tJし

細粒土

1 1. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
千9月

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

不明

芥日月 o. 7 1 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下蛍 Cm) 

1 2 6. 1 

1. 0 

0, 7 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1
-
5
-
4
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表 5.1 (166) 

307009 

主要地方道 紛7沢鷺田碍 z. 9/9帆元、点

過去の降雨・地誤による被災屈l替2 

橋槃取付部以外の盛土

横断構造物有

(m) 

被害の有無 有

なし

1. 2 

細粒土

1 0. 5 

植生工

植生工

5

5

 

．． 
l

l

 

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

無
芥萌

交通止の有無 無

不明

厚さ Cm) 

下防止のための工夫

無

の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

〗k位の深さ (rn) I 1. o 
土の最大沈下巌 Cm) I o. 3 o 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

1 2 6. 5 

横断方向の盛土被災形態 4 

縦断方向の盛土1冠面葎―［高
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表5.1 (167) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛士タイプ

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ稲

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

307010 

主要地方道

2 

橋奨取付部以外の盛土

横断構造物有

l. 6 

有

田急梨 午ヽ¢んた，気

過去の陥雨・地震による被災履l藷

tJし

細粒土

8. 4 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
芥咄

地震直後交通止の有無

交通止車線穀

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

llE5 
ー，

不明

芥13月
舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

楯台の稲類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有面

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

誡断方向の盛土被災面厩

o. 7 1 

アスファルトコンクリ3

氾濫平野

高有機質土

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) I 1. o 

盛土の最大沈下抵 Cm) I o. 4 o 

1
-
2
-
4
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表 5.1 (168) 

307011 

主要地方道

2 

被害の有無 有

fぅ1：尺暫 itl噂 S，牛心1t也長．，

過去の降雨・〗幽による被災1履暦

(m) 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

1. 4 

りし

細粒土

8. 0 

コンクリート擁墜工

＋植生工

植生工

o. 5 

1. 5 

無

直後交通止の有無

止車線数

砂の大きさ，縦 (m)

砂の大きさ，横 Cm)

，下水位の深さ (m) 

土の最大沈下扁 (m) 

剖E
9ヽヽヽ

不明

無ヽヽヽ

今回の地震による道路周辺の被災の状況

芥睛

舗装厚 Cm) 

舗装の稲類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の柚類

祠の高さ (m) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

窟央距離 C km) 

盛土形状

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

1 2 8. 1 

，
 

1. 0 

1. 00 

枇断方向の盛土被災形態 4 

縦断方向の盛土被災形態 1不明
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表 5.1 (169) 

調査地点番号 307012 

道路の種類 主要地方道

車線数 2 

盛土タイプ 橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

盛土の高さ (m) 2. 0 

盛土の土質 細粒土

盛土の天端幅 Cm) 8. o 

法面保護工のエ種 植生工

（右側法面）

法面保護工の稲類 I植生工

（左側法面）

右法面勾配 （割） 1. 5 

左法面勾配 （割） 1. 5 

地盤改良の有無 無

地盤改良工法

有， 

も、 9I<瓜 t也、とI

過去の降雨・地農による被災履暦

乃し

今回の地震による道路周辺の被災の状況

万睛

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

ー

2. 0 

不明

芥9月

氾濫平野

細粒土

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) 

盛土の最大沈下巌 (m) 

無

1. 0 

o. 3 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 7 1 
/＄ 

アスファルトコンクリ

ー＿

5
-
明不
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Cm) 

307013 

横断構造物無

1. 7 

表 5.1 (170) 

被害の有無 □ 
笙田諜 ／f、も幻ut包，点，

過去の降雨・地窟による被災履暦

主要地方道 東紛化尺
2 

橋型取付部以外の盛土

土質

天端幅 (m) 

乃し

砂粒土

7. 6 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

無
苓屋1が1t農

後交通止の有無

止車線数

無

有無

長さ Cm) 

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) 

の最大沈下荒 Cm) 

無

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

高有機質土

無

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

1 3 7. 7 

1. 0 

o. 2 5 

1
-
5
一朋不
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表 5.1 (171) 

調査地点番号

麟の種類

車線数

盛土タイプ

307014 被害の有無 有

主要地方道 鯵 '1沢］屈田埒ヽ If9 z /,小戊点

2 / 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保渡工のエ種

（右側法面）

法面保設工の独類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

3. 1 

乃し

砂粒土

1 1. 3 

コンクリート擁壁工

植生工

o. 0 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
累棗用7k『砂諏禍

地艇直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の1厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

乃し

道路周辺の噴砂の有無 I無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I 1. o 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

属形分類

盛土周辺の土質

梢台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

霰央距離 (km) 

盛土形状 I 1 o 

o. 5 7 

氾濫平野

細粒土

盛土の最大沈下羅 Cm) 0. 1 5 

横断方向の盛土被災形態 I 4 

縦断方向の盛玉被災形態 I不朋
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表5.1 (172) 

3 0 7 0 1 5 I被害の有無 I有

主要地方道 要紛ヶシ尺1 蟻田謀 20. Iいた点
2 過去の降雨・地震による被災匝暦

(m) 

椅棠取付部以外の盛土

横断構造物無

3. 5 

fょし

砂粒土

の天端幅 Cm) 8. 5 

コンクリート擁壁工

植生工

o. 0 

1. 5 

今回の地媒による道路周辺の被災の状況

無
塚房和1ャ裏

直後交通止の有無

止車線数

無

の有無

の長さ (m) 

砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

器土の最大沈下靡 Cm) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徽地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碗の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 C km) 

ニニの盛土被災形態 い：

o. 4 3 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

砂粒土

無

縦断方向の盛土被災形態 I不朋

1 3 7. 8 

o. 0 

o. 5 0 
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表 5.1 (173) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

307016 

主要地方道

＇被害の有無 1有

鱈 7シ尺＇隊履繹 戸，仏に表、屯，

過去の降雨・地農による被災履暦2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無
乃し

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

4. 5 

砂粒土

7. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

無
考厖修11t裏

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

なし

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ (m) | °. 3 

盛土の最大沈下薩 Cm)I o.5o 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 5 7 
アスプアルトコンクリ‘‘

氾濫平野

高有機質土

1
-
4
-
4
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307017 

表5.1 (174) 

被害の有無 有

Cm) 

主要地方道 ＋ 
2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物無

5. 5 

むっ森田い）誨" 2、S／位1［セ点

過去の降雨・地震による被災1履暦

なし

細粒土

8. 0 

植生工

コンクリート擁墜工

1. 5 

o. 0 

今回の地農による道路周辺の被災の状況

無
Tよし

直後交通止の有無

止車線数

無

無

の厚さ (m) 

沈下防止のための工夫

9の大きさ，縦 (m)

砂の大きさ，横 (m)

無

1. 0 

o. 0 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

霰央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

o. 4 3 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

細粒土

。一ー
ー

1 2 8. 6 

士の最大沈下巌 Cm) 縦断方向の盛土被災形態 I不明
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表 5.1 (175) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土クイプ

有

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

一般県道

2 

橋梁取付盛土

横断描造物無

1. 7 

“、 3 心エ也受•I
過去の降雨・地震による被災履暦

tJし

細粒土

1 o. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

無
芥叶l

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ (m) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2
 1. 0 

不明

芥叫 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

散地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 5 7 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

高有機質土

重力式

不明

不明

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) I l. o 

盛土の最大沈下簸 Cm) I o. 2 o 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 2 

1 

縦断方向の盛土被災形態 2 
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表5.1 (176) 

被害の有無

田和広麻氣策

307019 

主要地方道

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

有

t,.'jk奴 t包点

過去の降雨・地震による被災履暦

乃し

Cm) 1. 3 

細粒土

の天端幅 Cm) 

保護工のエ種

瀾法面）

9. 5 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
不睛

交通止の有無 有

2
 
3. 0 

不明

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

高有機質土

無

の大きさ，縦 (m)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) I 1. o 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

属断方向の盛土被災形態

1 3 o. 0 

の最大沈下葉 (m) o. 3 0 

1
-
2
-
3
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

表5.1 (177) 

被害の有無

野木田南広森繹皐

307020 

主要地方道

2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有

有

校、 OI<小 t也、屯

過去の降雨・地震による被災履暦

乃し

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

3. 3 

細粒土

1 o. 0 

植生工

植生工

5

5

 

．． 
1

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
千胡

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2
 3. 0 

不明

芹胡

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の竺 こ竺こ」 1. o 
盛土の最大沈下巌 Cm) I o. 40 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

摘台の稲類

摘台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

o. 5 7 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

高有機質土

1
-
5
-
4
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表 5.1 (178) 

307021 

主要地方道

被害の有無 有

も山雑濯i神社碍 27 I<.亦元，老I

過去の降雨・地震による被災屈暦2 

橋梁取付部以外の盛土

横断構造物有
乃し

Cm) 3. 4 

砂粒土

の天端幅 (m) 7. 0 

コンクリート擁壁工

植生工

0

5

 

．
 

0

1

 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無

直後交通止の有無

止車線数

沙の大きさ，縦 (m)

砂の大きさ，横 Cm)

，下水位の深さ Cm) 

土の最大沈下批 Cm) 

TJし

有

ー

3. 0 

無

o. 4 3 

アスファルトコンクリート

砂丘

砂粒土

無

o. 0 

1. 6 0 

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徴地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基徒の種類

軟弱地盤の厚さ (m) 

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 • 5 

縦断方向の盛土被災形態 不呵

1 3 5. 8 

1 0 
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表 5.1 (179) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

3 0 7 02 2 I被害の有無

一般県道 夢川舘囮、？皐、 1./-、1／如地点

2 ム 1過去の降雨・地震による被災履暦

橋梁取付盛土

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質ヽ

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

横断構造物無

1. 8 

fJし

細粒土

8. 7 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
芥叶

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

有

2
 1. 0 

不明

芥叫 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

o. 5 7 

氾濫平野

高有機質土

重力式

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ (m) I 1. o 

盛土の最大沈下歴 Cm) I o. 30 

三盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 5 

2 

縦断方向の盛土被災形態 1 
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表 5.1 (180) 

(m) 

307026 

一般国道 ／0(骨急泉

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

8. 0 

被害の有無 1有

3//..、¢紐1地，点 美環玲和
過去の降雨・地震による被災履暦

fJし

細粒土

1 o. 8 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
なし

交通止の有無 有

ー

1, 0 

の有無

の長さ Cm) 

版の厚さ Cm) 

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

重力式

不明

不明

不明

無

の大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

水位の深さ Cm) I 1. o 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 1 

横断方向の盛土被災形態 I 2 

1 2 o. 9 

の最大沈下蛍 Cm) o. 1 8 縦断方向の盛土被災形態 ー
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調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土クイプ

表5.1 (181) 

3 0 7 0 2 8 i被害の有無 i有
一般国道 10 I号緯と 3仔、 6k瓜広セ点，

2 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 (m) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋槃取付盛土

横断構造物無

4. 2 

なし

細粒土

1 3. 8 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
なし

地窟直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

fょし 舗装厚 (m) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

O. 7 l 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

砂粒土

不明

道路周辺の噴砂の有無 I無
噴砂の大きさ，縦 Cm)

哨砂の大きさ，横 (m)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下舞 (m) 

ニ霰央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

1 1 3. 5 

o. 5 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態

凪面方向の盛土被災形態

2
-
l
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表5.1 (182) 

307029 被害の有無 有

一般国道 10／芳緯； 1 1日道 ÌS K瓜戌、と， 甚稀CJ,)
1 過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1. 2 

乃し

細粒土

の天端幅 Cm) 

保護工のエ種

側法面）

7. 5 

石積・プロック積擁壁工

植生工

o. 0 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 fJし

直後交通止の有無

車線数

無

無

砂の大きさ，横 Cm)

-— 
地下水位の深さ (m) 1 1. 5 

o. 1 0 

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

微地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

重力式

6. 0 

無

ウイングの有無 無

基礎の種類 直接基礎

軟弱地盤の厚さ Cm) 不明

霰央距離 (km) I 113.8 

盛土形状 その他

横断方向の盛土被災形態 3 

縦断方向の盛土被災形態 不明
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調査地点番号

道路の稲類

車線数

盛土タイプ

表 5.1 (183) 

3 0 7 0 3 6 I被害の有無 1有

一般国道 /0/号瑾 73, it-,k,?>t 1也点 吾孝樟局（幻

2 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ (m) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

橋梁取付盛土

横断構造物無

1. 9 

乃し

礫粒土

1 o. 0 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

その他

その他

6. 0 

6. 0 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
乃し

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

fふし
舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徴地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 7 1 

アスフプルトコンクリ

氾濫平野

礫粒土

重力式

9. 0 

不朋

直接基礎

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 
•I 

盛土の最大沈下堂 Cm) 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

農央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

9 2. 5 

1. 5 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2

＿ー
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表5.1 (184) 

3 0 7 0 3 7 1被害の有無 1有

一般国道 ／0/和泉 1?3. 7紐迄点， 吾孝跨埠椅 (L
2 過去の降雨・地震による被災履暦

Cm) 

橋奨取付盛土

横断構造物無

6. 0 

IJし

細粒土

土の天端幅 Cm) 9. 0 

植生工

プロック張擁壁工

＋植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 乃し

躾直後交通止の有無

通止車線数

無

無

の長さ Cm) 

の厚さ (m) 

防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

傲地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

O. 7 l 

アスフブルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

＇不明

不朋

無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

1. 5 

o. 0 5 

ウイングの有無 不明

□ 軟弱地盤の厚さ (m) 不明

農央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 2 

1 

縦断方向の盛土被災形態 1 

9 1. 9 
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表5.1 (185) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

3 0 7 0 3 8 |被害の有無

一般国道 / 0 /号猜と ＆2 k吹 tセ、魚 小 柚

2 1過去の降雨・地震による被災履暦

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

橋要取付盛土

横断構造物無

5. 0 

f』し

細粒土

8. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
rょし

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ (rn) 

踏掛版の厚さ (rn) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

りし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基促の種類

o. 7 1 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

礫粒土

不明

不明

不明

不明

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 Cm)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下堂 Cm) 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

窟央距離 (km) 

盛土形状 I 1 

8 6. 0 

1. 0 

o. 0 5 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2
-
1
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表5.1 (186) 

3 0 7 0 44 I被害の有無 I有
一般国道 が1号瑶- | f？．仏心疇 莉雙吋稀位）

2 過去の降雨・地震による被災履暦

(m) 

橋槃取付盛土

横断構造物無

5. 7 

rJし

砂粒土

の天端幅 Cm) 9. 2 

石積・プロック積擁壁工

石積・プロック積擁壁工

＋植生工

o. 3 

1. 0 

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

無
なし

直後交通止の有無

通止車線数

土の最大沈下巌 (m) 

無

無

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基礎の種類

o. 7 1 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

礫粒土

不明

不明

不明

不明

無

砂の大きさ，縦 (m)

砂の大きさ，横 (m)

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

9 o. 7 

ー

1. 5 

o. 0 5 

2
 
ー
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調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

307058 

表 5.1 (187) 

被害の有無 有

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

主要地方道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物無

2. 5 

弘莉餞9ヶ＇，尺線 邸月 l伍爪厄点，

過去の降雨・地震による被災屈暦

なし

細粒土

1 o. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

無

今回の地震による道路周辺の被災の状況

翠危等のJ:_.台況下 7ラッ 7

地震直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

fJし 舗装厚 Cm) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

o. 5 7 

アスファルトコンクリ

氾濫平野

細粒土

重力式

不明

不明

不明

道路周辺の噴砂の有無 1無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) I 1. o 

軟弱地盤の厚さ (m) 1不明

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態 1 : 

1 2 2. 8 

盛土の最大沈下呈 Cm) o. 1 0 縦断方向の盛土被災形態 ー

-204-



表5.1 (188) 

307060 有

主要地方道 王 叫11、単n -;f-9月臼疇 里硲（下）

2 過去の降雨・地震による被災履暦

(m) 

橋梁取付盛土

横断構造物有

2. 2 

なし

細粒土

の天端幅 Cm) 8. 0 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地霰による道路周辺の被災の状況

勾配 （割）

良の有無

良工法

無
乃し

交通止の有無 無

版の有無

版の長さ Cm) 

無

の大きさ，縦 Cm)

砂の大きさ，横 Cm)

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

基碇の種類

o. 5 7 

アスファルトコンクリート

氾濫平野

高有機質土

逆T式

不明

不明

杭基碇

無 軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

震央距離 (km) 

盛土形状 1 1 

1 3 8. 3 

土の最大沈下巌 (m) 

o. 5 

o. 1 0 

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

2

＿ー
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表5.1 (189) 

調査地点番号

道路の種類

車線数

盛土タイプ

307064 

一般県道

2 

橋梁取付盛土

横断構造物無

＇被害の有無 1有

富屯号印埠 和月 k瓜速、尻

過去の降雨・地震による被災履暦

乃し

盛土の高さ Cm) 

盛土の土質

盛土の天端幅 Cm) 

法面保護工のエ種

（右側法面）

法面保護工の種類

（左側法面）

右法面勾配 （割）

左法面勾配 （割）

地盤改良の有無

地盤改良工法

3. o 

細粒土

8. 8 

植生工

植生工

1. 5 

1. 5 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無
tJ.l 

地霰直後交通止の有無

交通止車線数

交通止時間 (h) 

踏掛版の有無

踏掛版の長さ Cm) 

踏掛版の厚さ Cm) 

盛土沈下防止のための工夫

無

無

りし o. 5 7 

アスファルトコンクリ

道路周辺の噴砂の有無

噴砂の大きさ，縦 (m)

噴砂の大きさ，横 Cm)

地下水位の深さ Cm) 

盛土の最大沈下堂 Cm) 

無

舗装厚 (m) 

舗装の種類

徹地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ (m) 

ウイングの有無

基促の種類

軟弱地盤の厚さ Cm) 

震央距離 (km) 

盛土形状

横断方向の盛土被災形態

縦断方向の盛土被災形態

氾濫平野

高有機質土

重力式

不明

不明

杭基碇

不明

1 4 o. 8 

o. 5 

o. 8 0 

2
-
2
-
1
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表5.1 (190) 

被害の有無 有

一般県道

2 

橋槃取付盛土

横断構造物有

2. 5 

和昨叩也、も 毎月山田袷位

過去の降雨・地震による被災履1晉

Cm) 

t1し

細粒土

の天端幅 (m) 7. 5 

植生工

植生工

1. 4 

1. 4 

今回の地震による道路周辺の被災の状況

無 乃し

直後交通止の有無

止車線数

無

無

ト版の厚さ (m) 

士沈下防止のための工夫

舗装厚 Cm) 

舗装の種類

倣地形分類

盛土周辺の土質

橋台の種類

橋台の高さ Cm) 

ウイングの有無

盃薔の種類

o. 5 7 

アスプアルトコンクリート

氾濫平野

高有機質土

不明

不明

不明

末

辺の噴砂の有無 I無

大きさ，縦 Cm)

の大きさ，横 Cm)

の深さ (m) 1 1. 5 

o. 1 5 

軟弱地盤の厚さ Cm) I不明

窟央距離 (km) 

二lの盛土被災形態］］

縦断方向の盛土被災形態

1 2 8, 8 

ー
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表 5.211) 道路の種類と被害の頻度

道路種別 一般国道 主要地方i 一般県道 計

横断構造物
32 7 5 4 4 

のある盛土

横断構造物
I 6 2 0 l 3 4 9 

のない盛土

表 5.2 (2) 車線数と被害の頻度

車線数 I 2 3 4 不明 計

横断構造物

゜のある盛土
4 4 

゜ ゜ ゜
44 

横断構造物

のない盛土
I 48 

゜ ゜
I 49 

表 5.2(3) 震央距離と被害の頻度

震央距離 80&;L 90&;L 100;;;:;L 110;.;L 120;:a;L 130;a;;L 14Q;a;L !50~L 160~L 

L (km) く90 く 100 く110 く120 く130 く140 く150 く160 く170

横断構造物

゜
， 4 2 4 4 2 I 

゜ ゜のある盛土

横断構造物

゜
11 1 2 4 5 6 2 7 2 

のない盛土

震央距離 170;"aeL 180~L 190~L 200ニL 210:;a;L 220~1 230&; L 

く 180 く 190 く200 く210 く220 く240
計

L (km) く230

横断構造物

のある盛土 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
44 

横断構造物

のない盛土 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
49 
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表 5.2(4) 盛土の高さと被害の頻度

盛土の高さ
H<2 2~H<4 4;,;H<6 6二H<88至；H＜101は Hく］21娑 H<14 14;;;;H 計

H (m) 

横断構造物
1 5 2 4 2 

゜
3 

゜ ゜ ゜
44 

のある盛土

横断構造物
11 2 3 8 3 2 

゜
1 I 49 

のない盛土

表5.2(5) 盛土の天端幅と被害の頻度

盛土の天端
W<4 4細く6 6ニw<88ニw<101o;a;w<12 l娑 W<141益 W<161益 w<1818&;Wく20

幅 W(m)

横断構造物

゜ ゜
3 6 ， I 6 2 

゜ ゜のある盛土

横断構造物

゜
2 1 4 2 3 6 

゜゜ ゜
1 

のない盛土

盛土の天端
2o&;wく2222額く2424;a;;w<26 26&;W 計

幅 W(ml

横断構造物
1 

゜
I 6 44 

のある盛土

横断構造物

゜ ゜ ゜
3 4 9 

のない盛土

表 5.2(6) 盛土の土質と被害の頻度

盛土の土質 礫粒土 砂粒土 細粒土 その他 不 明 計

横断構造物

゜
3 8 5 

゜
1 44 

のある盛土

横断構造物

゜
36 1 2 I 

゜
4 g 

のない盛土
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表 5.2(7) 法面勾配と被害の頻度（左）

法面勾配 0.3 ~泣 〇． 5；；；；a 1.0釜a I. 5手a
ct< 0. 3 2. 0 ;;,a 計

a （割） < 0. 5 く 1.0 く1.5 く2.0 

横断構造物
2 

゜ ゜ ゜
42 

゜
44 

のある盛土

横断構造物
5 2 2 3 3 6 1 4 g 

のない盛土

表5.2(8) 法面勾配と被害の頻度（右）

法面勾配 0. 3．;;,;a 0. 5 ;,;a l. 0手a l.5~a 
a< 0. 3 2. Q;:a,ct 不 明 計

a （割） < 0. 5 く LO く1.5 く2.0 

横断構造物

゜ ゜ ゜ ゜
4 4 

゜ ゜
44 

のある盛土

横断構造物
8 

゜ ゜
I 38 1 I 4 9 

のない盛土

表5.2 (9) 法面保護工のエ種と被害の頻度（左）

コン擁クリ 石積クプロ プロック 腰 止 植生工＋ 植生工＋ 植生工＋
法面保護工 植生工 ート壁 ッ梢擁 法枠工 コンクリー 石積プロッ プロック

工 壁工 張擁壁工 プロック 卜擁壁工 ク積擁工 張擁墜工

横断構造物
4 0 I 

゜ ゜ ゜ ゜
I 

゜ ゜のある盛土

横断構造物
35 2 2 

゜
3 

゜
I 2 

゜のない盛土

植生工＋
植腰生止工プ＋ロ

法面保護工 その他 不 明 計
法枠工 ック

横断構造物

のある盛土 ゜
I 

゜
1 44 

横断構造物

のない盛土 ゜
1 1 2 4 9 
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表5.2 00) 法面保護工のエ種と被害の頻度（右）

コンクリ
石壁ッ梢工ク稲プ擁ロ

プロック 腰止 植生工＋
植石ク稲生稜プ工擁ロ＋工ッ

植プ生ロ工＋
法面保詭工 植生工 ート擁壁 法枠工 コ卜ン擁ク壁リ工ー

工 張擁壁工 プロック 張擁壁ッ工ク

横断構造物
4 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜のある盛土

横断構造物
3 7 3 1 

゜
2 

゜
1 

゜ ゜のない盛土

植生工＋ 植腰生止工プ＋ロ法面保護工 その他 不 明 計
法枠工 ック

横断構造物

゜のある盛土 ゜ ゜ ゜
4 4 

横断構造物

゜ ゜のない盛土 ゜
5 49 

表 5.2(11) 盛土形状と被害の頻度

盛土形状 八 三 ＼ --＼＿ ＼ --\— ――L 八 J 

横断構造物
2 8 ， 

゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜
2 

のある盛土

横断構造物
2 8 2 5 2 2 1 

゜ ゜
3 

のない盛土

盛土形状 」 J ハ 」1 その他 不 明 計

横断構造物
1 I 

゜ ゜ ゜ ゜
4 4 

のある盛土

横断構造物
6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 9 

のない盛土
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表5.2(12) 舗装の種類と被害の頻度

舗装種別 アスファルト コンクリート 砂利 不 明 計

横断構造物
37 7 

゜ ゜
44 

のある盛土

横断構造物
4 5 3 1 

゜
49 

のない盛土

表5.2(13) 舗装厚と被害の頻度

舗装厚 0. lニtO.2ニt0.3 &; I 0.4&;t 0. 5;;;; t 0.6;,, t 0.7 ;i;t 
t ；；；；〇．］ 0.8;:i; t 不明 計

t (m) <0.2 <0.3 <0.4 <0.5 <0.6 <0.7 <0.8 

横断構造物

゜゜゜゜
1 3 4 I 6 3 

゜
8 4 4 

のある盛土

横断構造物

゜
l I I 2 1 11 4 ， 

゜
1 49 

のない盛土

表 5.2(14) 盛土周辺地盤の土質と被害の頻度

盛土周
礫粒土

辺土質
砂粒土 細粒土

高有機

質土
不 明 計

横断構造物

のある盛土 ゜
2 I I 8 3 2 44 

横断構造物

゜のない盛土
26 I 6 4 3 49 
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表5.2115) 地下水位の深さと被害の頻度

地下水位の
h<O o;s;;hく22~h<4 4;,;h<6 6ニh<8 8手h<10JO;a;h<12 12;a,h<14 14;a;;h<J6 

深さ h(m)

横断構造物

゜
38 6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜のある盛土

横断構造物

゜
2 9 1 3 3 3 

゜ ゜ ゜ ゜のない盛土

地下水位の
16；；；；h<!8 18~hく20 20&; h 不 明 計

深さ h(m)

横断構造物

゜ ゜ ゜゜
44 

のある盛土

横断構造物

゜ ゜ ゜
1 49 

のない盛土

表5.2(16) 過去の被災履歴の有無と被害の頻度

過去の
有

防災履歴
無 不明 計

横断構造物
I 30 I 3 4 0 

のある盛土

横断構造物
3 1 4 32 4 9 

のない盛土

表5.2(17) 道路周辺の被災の有無と被害の頻度

道路周辺
有

被 災
無 不明 計

横断構造物
3 3 3 8 4 4 

のある盛土

横断構造物
27 6 1 6 49 

のない盛土
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表 5.2(18) 道路周辺噴砂の有無と被害の頻度

道路周辺
有 無 不明 計

噴 砂

横断構造物
2 0 2 4 

゜
4 4 

のある盛土

横断構造物
4 45 

゜
4 9 

のない盛土

表 5.2(19) 軟弱地盤の厚さと被害の頻度

軟弱地盤の
D<l l手Dく22;:a;D<3 3;;i;D<4 4~D<5 5;,;D<6 6;ai;D<7 7;.;D< 8;a;D 不明 計

厚さ D(m)

横断構造物

゜゜゜
4 2 

のある盛土
2 7 3 ， I 7 44 

横断構造物

゜゜゜゜
1 

のない盛土
2 

゜゜゜
4 6 49 

表 5.2(20) 微地形分類と被害の頻度

山地
台地 自然堤屈

旧川
扇状地 砂丘

旧河川
氾濫平里 湿地 干拓地 計微地形分類

丘陵地 微高地 旧落堀

横断構造物

゜
3 

゜゜゜のある盛土
3 

゜
3 7 1 

゜
44 

横断構造物
11 5 

゜
I l 

のない盛土
I 

゜
2 6 1 3 4 9 
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表5.2121) 盛土沈下防止のための工夫の有無と被害の頻度

盛土沈下防

止の工夫
有 無 不明 計

横断構造物
2 4 1 l 9 44 

のある盛土

横断構造物
1 1 9 29 4 9 

のない盛土

表 5.2122) 地盤改良の有無と被害の頻度

地盤改良 有 無 不明 計

横断構造物
2 4 20 

゜
4 4 

のある盛土

横断構造物

゜
4 9 

゜
49 

のない盛土

表 5.2123) 地盤改良工法と被害の頻度

サンドマッ PFFシー
プレロ

地盤改良 サンドマサンドコ サーチャ ト＋サンド ド＋サン
その他 不 明 計ト＋サンドンパクシ

コョンンパエ法クシ マット工法
ドコンパ

工 法 ット工法 ョンエ法 ージエ法 クション

横断構造物
2 I 

゜ ゜
2 I 

゜ ゜
20 4 4 

のある盛土

横断構造物

゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜
49 49 

のない盛土
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表 5.2(24) 盛土被災形態と被害の頻度（縦断図）

•. • ・ • ・ •. 

段一般差盛沈土下 一り般つ盛き土沈す下
不明 計

横断構造物
3 3 38 44 

のある盛土

横断構造物
1 I 2 3 6 4 9 

のない盛土

（横断図）

八 J J 
車沈下道Jを•含決壊む ハ

法面・擁壁 路沈面下一様 法下肩・決のみ壊沈
（交車決通道壊不全面口1

不明 計
のみの破ク振ラ
ック・

横断構造物
3 

のある盛土
23 5 4 ， 

゜
4 4 

横断構造物 ， 
のない盛土

4 ， 1 0 1 7 

゜
49 

表 5.2(25) 盛土の最大沈下量の分布

盛土の沈下 0.05釜80.15 ;a; IJ 0.25；；；； 5 0.35 ;a; iJ o.45 ;a; a o.55 ;a; a o.65 ;a; a 0. 75 ;:a,; 8 
/iく0.05

紐 a(m) < 0.15 く0.25 < 0.35 < 0.45 < 0,55 < 0.65 < 0.75 < 0.85 

横断構造物
4 I 5 4 5 5 I 3 2 

゜のある盛土

横断構造物

のない盛土
3 4 ， I 0 I 6 2 2 

゜
盛土の沈下 0.85手8 0. 95 ;"i; ~ 1. 05 &;/j 

1.15 ;a,; a 計
屈 o(m) < 0.95 く1.05 く 1.15

横断構造物

゜
3 

゜
2 44 

のある盛土

横断構造物
1 4 

゜
7 4 9 

のない盛土
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表5.2(26) 地震時交通止の有無の分布

地霰時
有 無 不明 計

交通止

横断構造物
3 0 14 

゜
44 

のある盛土

横断構造物
26 23 

゜
49 

のない盛土

表5.2(27) 地裳時交通止車線数と被害の頻度

交通止 交通止

車線数
1車線 2車線

な
計

し

横断構造物
1 g 11 I 4 44 

のある盛土

横断構造物
1 2 1 3 24 4 9 

のない盛土

-217-



表 5.3 (1) 道路の種類と橋梁取付盛土の被害率

道路の種類 一般国道 主要地方道 県道 計

全地点数 849 377 447 16 7 3 

被害のあっ

た地点数
52 1 4 3 I 97 

被害率(96) 6.1 3. 7 6.9 5.8 

表5.3 (2) 車線数と橋梁取付盛土の被害率

車線数 I 2 3 4 計

全地点数 124 1500 2 I 28 16 7 3 

被害のあっ
7 90 

た地点数 ゜゜
97 

被害率（形） 5, 6 6 

゜ ゜
5. 8 

表5.3(3) 横断構造物の有無と橋梁取付盛土の被害率

横断構造物 横断構 横断構
計

の有無 造物無 造物有

全地点数 l 6 5 I 22 16 7 3 

被害のあっ
88 ， 97 

た地点数

被害率（形） 5.3 4 0,9 5.8 
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表 5.3(41 裳央距離と橋梁取付盛土の被害率

震央距離 SO&;L 90;:;;;L 100ニL 110;,; L 120&; L 130；；；； L 140~L 150;,; L 160;,; L 

L(km) く90 く100 く110 く120 く130 く140 く150 く160 く170

全地点数 I 5 32 30 7 1 I 3 6 I 7 5 246 I 6 2 2 7 I 

被害のあっ

た地点数
I 8 1 5 11 7 ， 2 I 1 1 7 

被害率(96) 6. 7 2 5.0 5 0.0 I 5.5 5.1 5.1 8,5 0.6 6.3 

震央距離 170 &; L 180&; L 190~ L 200;;;; L 210；；；； L 220 &; L 23゚；；；； L
L (km) 

計
く 180 く190 く200 く210 く220 く230 く240

全地 点 数 1 1 8 7 9 I I 9 8 I 1 3 8 24 2 1 6 7 3 

被害のあっ
1 2 

゜

1 3 

゜ ゜

97 
た地点数

被害率(96) 0.8 2.5 

゜

1.2 2.2 

゜ ゜

5.8 

表 5.3 (5) 盛土の高さと橋梁取付盛土の被害率

盛土高さ

H Cm) 
H<2 2~H<4 4~H<6 6;;;;H<8 8手H<101降 H<l2l2;:a;H<14 14;:;;H 計

全地点数 205 5 7 6 505 233 97 4 5 6 6 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数
2 I 3 2 24 I 3 5 2 

゜ ゜

9 7 

被害率（％） I 0.2 5.6 4.8 5.6 5.2 4.4 

゜ ゜

5.8 
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表 5.3(6) 盛土の天端幅と橋梁取付盛土の被害率

盛土天端幅

W Cm) 
W<4 4&;W<6 6三w<8 8ニw<1(JO&;W<l2 12;,i;W<H J4&;W<16 

全地点数 11 97 6 I 9 433 255 1 5 8 4 7 

被害のあっ

た地点数

゜ ゜

28 3 2 I 8 I 3 2 

被害率（形）

゜ ゜

4.5 7.4 7.1 8.2 4.3 

盛土天端幅

W (m) 
16;a;W<IE J8&;W<20 2゚；；；；；W<2222:;a;w<24 24~W<26 26手w 計

全地点数 1 I 0 I 4 1 4 8 6 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数

゜ ゜ ゜

1 2 1 9 7 

被害率（形）

゜ ゜ ゜

7.1 2 5.0 I 6. 7 5.8 

表5.3(7) 盛土の土質と橋梁取付盛土の被害率

盛土の土質 礫粒土 砂粒土 細粒土 その他 不明 計

全地点数 795 520 3 2 0 4 3 4 I 6 7 3 

被害のあっ
I 8 44 3 4 

゜
I 9 7 

た地点数

被害率（形） 2.3 8、5 I 0.6 

゜
2.9 5.8 
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表5.3(8) 法面勾配と橋梁取付盛土の被害率（左側法面）—/面ご乙丘―
ct 

法面勾配 0. 3 ;a;a 0. 5 ;:;;a 1. 0ニ湿 1. 5釜；a
a< 0.3 2. o;s;;a 不 明 計

d （割） < 0. 5 く1.0 く1.5 く2.0 

全 地 点 数 1 2 0 2 1 4 1 2 6 8 6 1 0 8 5 2 7 I 5 I 6 7 3 

被害のあっ
I 7 5 2 4 6 0 8 I 9 7 

た地点数

被害率(96) 1 4.2 2.3 1.6 4.7 5. 5 2 9.6 6. 7 5.8 

表5.3(9) 法面勾配と橋梁取付盛土の被害率（右側法面）

法面勾配 0. 3手a 0. 5 ;;,;a 1. 0ニa I. 5 &;ct 
a< 0.3 2.0~ct 不 明 計

a （割） < 0.5 く1.0 く1.5 く2.0 

全地点数 I 2 8 2 0 5 1 2 4 8 8 IO 8 I 30 1 7 I 6 7 3 

被害のあっ

た地点数
I 4 4 2 5 6 2 ， I 9 7 

被害率(96) 1 0.9 2.0 1.6 5.7 5. 7 3 0.0 

゜
5.8 
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表 5.3 00) 法面保護エと橋梁取付盛土の被害率（左側法面）

コンクリ 石梢・プ プロック 腰止めプ 植生工＋
法面保護工 植生工 ート擁壁 ロック稲 張工 法枠工 ロック コンクリ

工 擁壁工 ート擁壁工

全地点数 9 1 6 I 5 2 256 2 2 4 

゜
67 

被害のあっ
58 I 7 7 1 2 

゜
2 

た地点数

被害率（形） 6.3 l 1.2 2.7 4.5 5 0.0 

゜
3.0 

植石生梢工＋ 植生工＋ 植生工＋ 植生工＋

法面保護工
・プ プロック 法枠工 腰止めプ その他 不 明 計

ロック積
擁壁工 張工 ロック

全地点数 1 6 5 6 7 6 2 70 I 6 7 3 

被害のあっ
4 2 1 l I I 97 

た地点数

被害率(96) 2.4 3 3.3 1 4.3 I 6.7 5 0.0 1.4 5.8 
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表5.3(11) 法面保護工の種類と橋梁取付盛土の被害率（右側法面）

コンクリ 石積・プ プロック 腰止めプ 植生工＋
法面保護工 植生工 ート擁壁 ロック積 張工 法枠工 ロック コンクリー

工 擁壁工 卜擁壁工

全 地 点 数 8 9 8 I 4 7 2 5 0 2 2 6 

゜
7 1 

被害のあっ
6 0 

た地点数
I 4 5 1 2 

゜
2 

被害率(96) 6. 7 9.5 2.0 4.5 3 3.3 

゜
2.8 

植石生梢工・＋プ 1 植生工＋ 植生工＋ 植生＇工十
法面保護工

擁口壁，ノ，工ク稼 張プロック
法枠工 腰止プロ その他 不明 計

ック

全 地 点 数 I 7 0 7 7 I 2 I 82 I 6 7 3 

被害のあっ
5 3 I 1 I 2 9 7 

た地点数

被害率（形） 2.9 4 2.9 l 4.3 8.3 IO 0.0 2.4 5.8 
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表 5.3(12) 盛土形状と橋梁取付盛土の被害率

盛土形状 ハ 三 ＼ --＼ ＼ --¥ --L ハ ハ

全 地 点 数 330 69 1 0 37 5 3 6 5 26 

被害のあっ

た地点数
4 3 5 

゜
I I I 1 

゜
1 

被害率(%) 1 3.0 7.2 

゜
7. 5 2 0.0 3 3.3 I 6. 7 

゜
3.8 

盛土形状一ぷ 一-「L その他 不 明 計

全地点数 4 5 2 0 I 6 4 1 I 3 1 0 4 7 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数
6 

゜
2 1 4 2 2 0 9 7 

被害率（％） I 3.3 

゜
1 2.5 3 4.1 I 5.4 2.0 5.8 
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表5.3(13) 舗装の種類と橋梁取付盛土の被害率

アスファ セメント

舗装 ルトコン コンクリ 砂利 不 明 計
クリート ート

全地点数 I 5 6 7 7 6 • 2 4 6 I 6 7 3 

被害のあっ
g 6 

゜ ゜
1 9 7 

た地点数

被害率（形） 6. 1 

゜ ゜
I 4.3 5.8 

表 5.3(14) 舗装厚と橋梁取付盛土の被害率

舗装厚 JO&; t 20~ t 30;:a; t 40~ t 50ニt 60孟 t 70~ t 
t < 10 80ニt 不 明 計

t (cm) く20 く30 く40 く50 く60 く70 く80

全地点数

゜
9 5 5 5 1 3 2 4 0 I 5 I 6 306 I 4 2 4 2 2 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数 ゜
I 

゜
I 7 ， I g 18 3 0 

゜
3 g 7 

被害率（形）

゜
I.I 

゜
I 2.9 2.2 3. 7 5.9 2 1.1 

゜
8. 7 5.8 

表 5.3(15) 盛土周辺地盤の土質と橋梁取付盛土の被害率

盛土周辺地

盤の土質
礫粒土 砂粒土 細粒土 高有機質土 不 明 計

全地点数 5 9 3 568 378 24 1 1 0 I 6 7 3 

被害のあっ
1 8 45 2 0 5 ， g 7 

た地点数

被害率（%) 3,0 8.1 4.3 2 0.8 I 0.6 5.8 
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表 5.3(16) 地下水位の深さと橋梁取付盛土の被害率

地下水位の
h<O O~h く 2 2；；；；h<4 4;a;h<6 6~h<8 8手h<10JQ;;, h <12 12至h<1414;a,h <16 

深さ h(m)

全地点数 2 2 966 4 6 1 5 4 3 5 2 2 7 

゜
I 

被害のあっ

゜
6 5 2 9 1 

゜ ゜゜ ゜ ゜た地点数

被害率(96) 。1I 6. 7 6.3 1.9 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
地下水位の

16;;i;h<I8 18手hく20 20~ h 不明 計
深さ h(m)

全地点数 2 

゜
4 99 I 6 7 3 

被害のあっ
1 

゜ ゜
1 g 7 

た地点数

被害率(96) 5 0. 0. I 

゜ ゜
1.0 5.8 

表 5.3117) 過去の被災屈歴の有無と橋梁取付盛土の被害率

過去の被災
有 無 不明 計

履歴

全地点数 I 0 6 0 I 1 0 6 2 1 6 7 3 

被害のあっ

゜
5 7 4 0 9 7 

た地点数

被害率（％）

゜
9.5 3.8 5.8 
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表5.3118) 道路周辺の被災の有無と橋梁取付盛土の被害率

道路周辺の
有

被災
無 不明 計

全地点数 7 1 649 953 1 6 7 3 

被害のあっ
24 

た地点数
39 34 9 7 

被害率（形） 3 3.8 6.0 3. 6 5.8 

表5.3(19) 道路周辺の噴砂の有無と橋梁取付盛土の被害率

道路周辺の

噴砂の有無
有 無 不明 計

全地点数 2 1 6 6 1 1 0 1 6 7 3 

被害のあっ
2 g 5 

゜
97 

た地点数

被害率（形） I O 0 5. 7 

゜
5.8 

表 5.3(20) 深さ10mまでの軟弱地盤 (N値;a,;10)の厚さの総計と橋梁取付盛土の被害率

軟(厚計N弱~Dさ!O地の()m盤総の) 
l~D 2 ;;i;D 3;:a;D 4 &;D 5ニD 6~D 7；；；D 

D< 1 8釜D 不明 計
く2 く3 く4 く5 く6 く7 く8

全地点数 1 5 8 3 0 23 I 4 7 I 0 1 2 1 2 38 1 3 6 9 1 6 7 3 

被害のあっ
3 

゜゜
I 

゜
3 

゜
3 1 6 7 1 g 7 

た地点数

被害率（形） 1.9 

゜゜
7. 1 

゜
3 0.0 

゜
2 5.0 4 2.1 4.8 5.8 
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表 5.3(21) 微地形分類と橋梁取付盛土の被害率

山地・ 旧川微
扇状地

旧河道
氾濫平里

湿地・
干拓地微地形分類 台地 自然堤防 砂丘 計

丘陵地 高地 旧落堀 旧湿地

全地点数 4 0 9 237 4 7 27 2 7 9 I 9 I 4 6 2 5 2 I 4 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数
， 6 3 I 3 4 I 59 l 1 0 97 

被害率（%) 2.2 2.5 6.4 3. 7 1.1 2 l.l 7. I 9.4 5 0.0 7 1.4 5.8 

表5.3(22) 盛土の沈下防止のためのエ夫の有無と橋梁取付盛土の被害率

防盛止土ののた沈め下
有 無 不 明 計

の工夫

全地点数 11 1 0 3 8 624 I 6 7 3 

被害のあっ
1 54 4 2 97 

た地点数

被害率(96) ， 5.2 6.6 5.8 

表5.3(23) 地盤改良の有無と橋梁取付盛土の被害率

地盤改良の
有

有無
無 不 明 計

全地点数 1 6 I I 5 7 5 0 0 1 6 7 3 

被害のあっ
3 8 3 11 9 7 

た地点数

被害率（形） I 8.8 7.2 2.8 5.8 
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表 5.3124) 地盤改良工法と橋梁取付盛土の被害率

地盤改良 サンド サンドコ プレロー サンドマ PFFシ プレロー
ット＋サン ド＋サンンパクシ ド ドコンパ ート＋サ ドコンパ その他 不 明 計

工法 マット ョン クション ンドマット クション

全地点数 6 4 2 2 

゜゜
2 I 6 5 7 1 6 7 3 

被害のあっ
1 2 

゜゜ ゜゜ ゜
9 4 g 7 

た地点数

被害率（形） 1 6.7 5 0.0 

゜゜ ゜゜ ゜
5. 7 5.8 

表 5.3125) 橋台の種類と橋梁取付盛土の被害率

橋台の種類 重力式 逆T式 控え壁王
ボック ラーメ

ス式 ン式
橋脚式

ノゞイ J区

ント式
枕梁式 その他 不 明 計

全地点数 873 373 181 2 I 2 0 2 3 I 0 1 0 5 I 5 7 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数
36 3 0 5 1 

゜
1 5 2 

゜
1 7 9 7 

被害率（形） 4.1 8.0 2.8 4.8 

゜
4.3 5 0.0 2 0. 0 

゜
I 0.8 5.8 

表 5.3(26) 橋台の高さと橋梁取付盛土の被害率

橋台の高さ 2二HI 4ニHl 6 ;:a;H1 8;.;H1 10ニHI 12~H1 14ニHI
16~H1 不 明 計H1く2

H1 (m) く4 く6 く8 く10 く12 く14 く16

全地点数 7 4 0 3 0 1 483 2 7 3 I 7 4 7 3 3 8 l 6 268 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数 ゜
4 2 0 I 8 8 2 l 0 5 

゜
3 0 g 7 

被害率（％）

゜
I 0.0 6. 6 3. 7 2.9 1.1 I 3.7 I 3.2 

゜
11.1 5.8 
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表 5.3(27) 橋台の基礎の種類と橋梁取付盛土の被害率

橋台の基礎

の種類
直接 杭 ケーソン 不明 計

全 地 点 数 9 0 7 5 2 2 I 0 2 3 4 1 6 7 3 

被害のあっ
I 9 5 I I 26 g 7 

た地点数

被害率（形） 2. 1 9.8 I 0.0 1 I.I 5.8 

表5.3128) ウィングの有無と橋梁取付盛土の被害率

ウィングの
有 不明

有無
無 計

全 地 点 数 694 6 0 5 3 7 4 1 6 7 3 

被害のあっ

た地点数
3 4 3 5 28 9 7 

被害率（％） 4.9 5.8 8. 5 5,8 

表5.3 (29) 踏掛版の有無と橋梁取付盛土の被害率

踏掛版の

有無
有 無 不 明 計

全地点数 55 I 6 0 7 11 l 6 7 3 

被害のあっ
3 9 0 4 g 7 

た地点数

被害率(96) 5.5 5.6 3 6.4 5.8 
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表5.4 (1) 横断方向の盛土被災形態の分布（橋梁取付盛土）

壁法面・擁 路面の一 謡法肩のみ 車崩む壊道沈下を含・
車道全のみの 下・ 不 明 計

ク・破ラ損ック 様沈下 面崩壊

地点数 4 1 9 4 4 11 5 5 97 

表5.4(21 縦断方向の盛土被災形態の分布（橋梁取付盛土）

盛土の被災 段差のあ 段差のな
不 明 計

形態 る沈下 い沈下

地点数 2 4 5 6 8 9 7 

表5.4 (3) 盛土の最大沈下量の分布（橋梁取付盛土）

盛沈土下a屈の最大 5 ;a; 8 15~5 25&;/J 35&; iJ 45;,; 5 55；；；； /i 65~ a 75;;, 8 
a<5 計

(cm) く15 く25 く35 く45 く55 く65 く75 く85

地点数 1 5 8 8 54 1 2 I 2 1 4 

゜
1 1 I 6 7 3 

表5.4(4) 地震時交通止の有無の分布（橋梁取付盛土）

有 無 計

地点 数 1 g 78 9 7 

表 5.4(5) 地震時交通止の車線数の分布（橋梁取付盛土）

1車線 2車線
交通止

計
な し

地点数 ， I 0 78 9 7 
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青森工事事務所

秋田工事事務所

能代工事事務所

秋 田 県

青 森 示［自

計

機 関

表 5.5 裏込め及び埋戻しに適する材料の粒度と性質

（道路土エー施工指針）

最大寸法
4760 μ (=4.76mm) 
(Nu 4)フルイ通過紐
74μ (= 0.074mm) 
(Nu 200) フルイ通過屈

塑性指数

100mm 

25-100% 

0~25% 

10以下

表5.6 道路盛土の被害地点における噴砂発生率

橋梁取付盛土 横断構造物のある盛土 横断構造物のない盛土

A B B 
全地被点C害数

D D 
全地被点E害数

F F 
地全点被数害噴生数砂地発点 A 生数咬砂地点発 C 生数唄砂地発点 E 

(96) （形） (9¢) 

゜゜゜゜゜゜゚ ゜゜3 

゜゜
24 14 58.3 

゜゜゜4 

゜゜
7 5 7 1.4 6 1 16.7 

35 

゜゜
7 

゜゜
28 2 7.1 

5 5 2 3. 6 6 1 1 6.7 1 5 1 6.7 

97 2 2. 1 44 20 4 5.4 49 4 8.2 

表 5.7 踏掛版による地震後の通行確保の効果

A 

踏点あ掛っB版た地が

C D 

橋数盛梁土取の付全 踏設掛爵版率の 虐踏贋掛版が
って地胄

の数 後の

―B （形） の［ -C （%) 可でA 
点あっ 地

B 

の数

建 青森工事事務所 I 2 0 1 0 8. 3 I 0 l O 0 

゜設 秋田工事事務所 1 0 3 3 0 2 9. 1 30 100 

゜省 能代工事事務所 60 

゜ ゜゜ ゜秋 田 県 102 6 ， 0. 7 ， I O 0 

゜ご自紅 森 県 364 6 1.6 4 6 6.7 2 

計 I 6 7 3 5 5 3. 3 53 9 6.4 2 
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計

全地被点G害数生噴数砂地H発点
H 

G 
(%) 

゜゚ ゜27 l 4 5 1.9 

l 7 6 3 5.3 

70 2 2.9 

76 4 5.3 

I 9 0 26 13.7 

ーD（形）
B 

゜
゜
゜3 3.3 

3.6 
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橋梁取付部段差沈下
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法面保護工の種類と橋梁取付盛土の被害率
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法面保護工の種類（右側法面）

法面保護工の種類と橋梁取付盛土の被害率
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舗装の種類と橋梁取付盛土の被害率
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盛土周辺地盤の土質と橋梁取付盛土の被害率
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微地形分類

微地形分類と橋梁取付盛土の被害率
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橋台の種類

橋台の種類と橋梁取付盛土の被害率
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写真 5.1 踏掛版の直下の空洞（地霞後に撮影した）
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6. ま と め

今回の調査結果をまとめると次のようになる。

① 日本海中部地霞による青森県・秋田県内の一般国道，主要地方道，県道の道路盛土の被害地点は

190地点であり，そのうち橋梁取付盛土の被害地点は97地点，横断構造物のある盛土の被害地点は44

地点で，構造物と接する盛土が被害を受けた地点が全体の74形に達している。また橋梁取付盛土の全

数調査の結果，橋梁取付盛土の今回の地震による被害率は 5.8 96であった。

② 今回の地震による道路盛土の被害は震央距離が約 170km以内において多く発生していた。

③ 今回の地震による道路盛土の被害は軟弱地盤の所で多く発生した。橋梁取付盛土の被害率は軟弱層

の厚さが厚い程高くなっている。また微地形分類をみると，橋梁取付盛土の被害率の高いのは干拓地，

湿地，旧湿地，砂丘，氾濫平野であった。

④ 礫粒土の盛土材より成る橋梁取付盛土の被害率は砂粒土，細粒土より成る橋梁取付盛土より低かっ

た。

⑥ 今回の地震では地盤の液状化が原因と見られる道路盛土の被害が多く見られたが，橋梁取付盛土に

ついては噴砂が発見されたものが少なかった。しかし，砂地盤の所で橋梁取付盛土の被害率が高く，

地下水位の浅い所で被害率が高いことから，液状化の影響がかなりあったものと考えられる。

⑥ 踏掛版が設置されていた橋梁取付盛土は全体の 3.3彩であった。踏掛版が設置されていた地点の大

部分の地点で地裳後の車輌の通行が可能であったので，踏掛版は地震直後の交通確保に大変効果があ

ると言える。ただし踏掛版の直下に空洞ができていた所もあるので，地震後に踏掛版の直下を調査す

る必要がある。
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調査地点番号 0102120
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調査地点番号 0204112
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調査地点番号0301003
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調査地点番号 0301004
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調査地点番号 1304014, 2304014 
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調査地点番号 0307004
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調査地点番号 0307006
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調査地点番号 0307010
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調査地点 村道五明光線五明光橋
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要旨
1983年5月26日に発生した日本海中部地虚による逍路盛土の被害に

関する謁査結果を述べたものである。調査はアンケートにより青森県，

秋田県内の一般国違主要地方道，県道の全ての道路盛土の被害箇所に

ついて行った。また稿梁取付盛土については被害のなかった地点につい

ても全数調査を行った。調杏の結果，迎路盛土の地姦被害に対する地盤

条件，；此央距離，盛土材料等の影暫が明らかになった。
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